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本舎は、秋田市手形字大松沢地内に所在する手形山南遺跡

の発掘調査舎です。

秋阻rli水道局緊急時給水拠点灘保等事業による手形山西日水

池増設工事の予定地が手形山南遺跡にかかることから、この

たび緊急発掬調査を実施しました。

調査の結果、平安時代の竪穴住居跡や近代の演習用聖域と

思われる婚跡が確忽されました。

本報告書はその調査結果をまとめたものであり、文化財保

護のため、さらには研究資料として広く活用していただけれ

ば幸いに存じますc

刊行にあたり、発掘翻査の災施と報告書作成にご尽力いた

だきました駒海大学文学部考古学研究室ならびにご指導、ご

協カいただきました関係各伎の皆様に深く感謝申し上げます。

平成13年3月

秋田市教育委員会

教育長石黒俊郎



例 霊安
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(1) 本容は、秋田県秋田市手形字大松沢に所在する手形山痢遺跡における、秋倒市水道局緊急時給

水拠点健保等事業手形山配水池相設工事に伴う緊急発掘調資報告容である。

(2) 調査は、秋田市水道局が事業主体者、秋田市教育委員会が調査主体者となり、駒湾大学考古学

研究室が発掘調査担当者として発郷潟査を行った。

(3) 絢査砺積は、 3瓜lO!rlである。

(.1) 発掘調査は、 2α均年7月24日から割削年9月9日まで実施した。発掘調査主任には、駒滞大学文学

部飯島武次教授・溺井清治助教授があたり、調査員には、安生索明・池尻g 高島裕之・線本

青があたった。調査補助員には、同大学考古学研究護の学生・考古学実習生があたった。

(5) 本遺跡は、真北を基準にグリッドを緩み調査を行った。

(6) 出土遺物の豊監理作業は、 2倒}年9月15日から駒i事大学考古学研究室で実施し、整理作業には、問

大学考古学研究会生があたった。

(7) 遺物の実測は、小林朋恵 ・宮下晃、遺物・進機 トレースは、近藤壮備が貨任を持って研究会生

が行った。

(8) 遺構の写真撮影は、紛悶盆否 ・烏純子 ・高野晶文 ・平野武文 ・山下舞子が行い、遺物の写真鎌

最長は、嶋田 ・言語野が担当した。

(9) 本文の執筆は、以下である。

第I態調査に歪る経過 (秋岡市教育委員会伊藤武士}

第2準 遺跡の位置と縞重量範間内の立地(工藤朱墨)、周辺遺跡 (木暮ili:隆)

第3爺綱査の方法 ・潟査の経過 (近藤)

自問4蹴 基本土層・その他の遺機 (島)、 1号住居跡(宮下)、竃(高見哲士)、

I号住居跡出土遺物(小林}、郷跡(竹岡典広)、線跡出土遺物(折原覚}、

平場 ・1号土枕(嶋図)、 2号 ・3号土坑{石塚字紀}、遺構外出土遺物 {高野)

第5宣告 手形111南遺跡出土土器，胎土分析((株)パリノ・サーヴェイ)

手形山市遺跡の炭化物分析 {第四紀地質研究所)

第6i'ii 1号住居跡・出土遺物について(安生}

』臨跡 ・割高切 ・海状遺構の性絡について {池尻)

第71事おわりに(酒井}

(10)出土遺物の銃弾は防衛庁研究所柴閏武彦事務官に鑑定していただいた。(株)パリノ・サーヴェ

イに炭化物の年代測定 ・樹磁気定の分析をしていただき、 土諮の胎土分析を第四紀地質研究所

井上厳氏にお頗いした。

(11)本書の編集作業は、酒井が行った。

(12)遺跡の出土資料は、秋回市教育委員会に保管されている。

(13)巻頭殴版4の写真は、秋田市・辻兵古家所量産の原本「普江j!!;澄遊要覧J(管江兵器量全集第5巻『勝

地E属議j秋図郡- (4))を使用した。撮影者'は須藤功氏である。写真掲載については、主t家、

須泌氏、および (株)未来祉にご配慮I画いた。



(14) Fig.3周辺遺跡は、 医|土交通省国土地理院発行2万5千分のlの地形図(秋関西部)を郡分後製した。

遺構凡例

(l) 住居跡I軒をI号住居跡、土坑は検出した販に1-3号土坑とした。また、場跡・平場は、検出し

た順に1号擁・2号婦と し、平場も同様に1-3号i捧状遺織と した。

(2) 土層の色調は、農事事水産省農林水産妓術会議事務局鮫修 f新版標準土色帖 (2ぼぬ)Jを使用した。

(3) 住居跡は原図lIlO・1/20を使用し、縮尺を1/40とする。

(4) カマドはi誕図1/20を使崩し、縮尺を1/30とする。

(5) 線鶴・平場はJ~(図11却を使用し、総尺を 1140 ・ J/ω ・ 1/80とする。

(6) 土坑は原図を1/20・1/40を使用し、縮尺を1/40とする。

(7) 住居跡平而闘中の出土遺物に付した番号は、遺物図版および写真図版の番号f:ー致する。また、

接合関係にある遺物は各々袋線で結んでいる。

(8) 住居跡の主軸は、南書官と北畿の中点を結んだラインとした。

遺物凡例

(1) 遺物はh罰則と して縮尺113に統一した。

(2) 遺物の註記方法は、遺跡名称 (手形山南遺跡)をTGMであらわし、出土佐債にあわせて註記を

行った。そして、取り上げの際の遺物番号をNoで示した。

例 TGM 住 No.1l

手形LLI[l軸 住居勝 進物取り上ffNo

(3) 土音寺の笑iJliJ1i法は、4分割法を用い、 左側1/21こ外前、 右1/2に内函および断面を記録した。また、

残存状況によっては土器の中心を口縁から算出し、 180。回転して作図したが、この場合は中心

線をー点鎖線で示した。

(4) 拓本は、中央に断面をのせ、 右側に外街、 左側に内泌を貼付した。 赤褐色ニt器・ g~恵緯・ 土師

務の糸切り痕は、 ~i周下1J!I1に貼付した。

(5) 赤褐色土穏 ・証i!¥器はロクロ目をーーー線で、表現した。

(6) 須'$器の断面は、築く塗りつぶし、 土師器 ・赤褐色土器は、 白抜きである。

(7) 土陶器は非ロク口、または内面に黒色処理きれた遺物 (内黒土師器)、総褐色土俸はロクロを使

用し、器量化焔燐成した遺物として報告する。

(8) 本容で扱うスクリーン トーンは、下況の意味を示す。



A:口筏 B : liO;径 C:諮高 D・外傾度
E 康後指数 cB!Axj∞F:高径指数C/AX1∞ 

杯の法量百tiJII基準

須恵器 盤翻一一砥石研謄商

赤褐色土器 限努認羽mw.整理ー ・砥石錆付着範閉土師器 溢慾滋!

匿罰照色処理 盤盟後土

醸趨転用硯磨耗稲
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第1章 はじめに
第1節 調査に至る経過

秋田市水道局は、緊急時給水拠点機保等事業として秋岡市手形字大松沢の手形山配水池場設工事を

予定していることから、秋間市教育委員会文化諜に捜磁文化財事前線査を依頼した。

事業予定地は、秋朗市における期知の組磁文化財包蔵地には該当していなかったものの、周辺には

大松沢I遺跡、大松沢目遺跡、手形山線跡などの遺跡が所殺することや、分布潟査の結果、事業予定

地内にさE娼状の緩みが存在し、緩斜iliiも存在するなどから、試掘調査を実施することとした。

秋副市教育委員会文化課が平成1l~9月6日から9月7日 にかけて試織調査を実施した結果、 重量穴住E奇

跡や祭殿状遺構などを確認したため、平成12年6月3臼付けで 「手形山南遺跡Jとして遺閥、の発見を秋

田県教育条員会へ通知した。

秋朗市水道局と文化説との協議の結娘、事業予定地の変更毒事は困難で発描潟査による記録保存を行

なう方針となった。秋関市水道局は、 平成13年度の事業実施に伴い平成12年6月13日付けで秋田市教

育委員会へ鍵蔵文化財発織を通知I(法57条3第i項)し、 6月15日付け教主主-949で秋悶県教育委員会よ

り周知の洩蔵文化財包量産地における土木工事毒事について発揚絢査を条件とする通知を受けた。

通知を受け秋田市水道局と文化訴が協議した結果、平成121[・皮肉の発錦織資実施のため、駒浮大学

文学苦f>考ー古学研究~へ発掘調授の協力を依頼することとした。 その結よ匹、 秋削市水道局をき葬祭主、秋

田市教育妥員会文化隷を調査主体者、駒j事大学文学郁考古学研究室を調査担当者 (純資実施機|剥}と

する吉崎重量体制lでの本世帯主E実施が決定し、発掘調査委託契約が取り交わされた。

発婦調査まは、秋日市教育委員会の指導管理のもと、駒海大学文学部 飯島武次教授・酒井清治助教

授が潟資責任者となり、駒滞大学文学部考古学研究集 ・研究会・考古学実習生により行われた。

(秋岡市教官委員会伊藤武士}

第2節 調査組織

iI'i'湖‘名

遺跡所主E地

調資期 間

調3tt而 4費

調査目的

事業主体者

調ヨ是主体者

潟 3託銀当者

調査主任

言帯 査 員

手形山南進湖、

秋田~'i''''*1I1市手形字大怯lR

平成12年7月初日-9月9日

3訓lOrri

秋田市水道局手形lLJI2水池嶋設工事に伴う緊急発機潟資

秋閏市水道局

秋闘市教育委員会

駒告書大学考古学研究室 ・駒i事大学考古学研究会

飯島武次 (駒i畢大学教授)

酒井清治 (駒i華大学助教綬)

安y'.繁明 (駒i事大学大学院生)

高島総之 (専修大学大学院生)

池尻篤(駒if大学大学院生)

啄本普(駒湾大学大学院生)



調査補助貝 秋山淑子 浅n耳陽浅鬼貴子石綴字紀大内多絵大久保淳
折原覚加藤陵則水主主庖騒工藤朱築小林紛恵、小雛幸子

駒形友也近膝壮flf 坂井深雪 嶋凶2監督潟純子高野晶文

高見哲士竹朗典広立川明子中村賢太郎 林絃太郎林純子

ヰ三回3骨子平野武文馬杉l蒜奈'8下晃山下舞子 山本商

吉本冬紀 (以上研究会生)

赤倉荊Hl!伊集院力H枝伊丹大岳稲本久入信沢完勝沢智也

勝本.1.;W iiir合途郎隠貞航神間』互依樹小林真1聖子

斎藤裕00 境野敦士相良梢佐藤健悟鈴木建男知久純子

中村美帆林研吾 j嵐烏商船山忠之 古回聡美細悶宏平

前烏t事前回昌宏松下真也松村敬介松本史子 ，l!i;々悶健一
村上和歌子森即売八代~盟 IJJli音階} 大和美穂主主山直彦

{以よ 実習生)

調査協力者・機関 伊H車掌勝(中台町内会長)井上綴 ((株)第四紀地質研究所)

太悶事築子 (駒海大学博物館学高時的)事j部修 {秋阻県J.!lt議文化財センター)

金武男(Ji;秋悶大学事務官)意見附長線(秋悶大学名苦手教授)園児徹 (大島里町郷

土資料館)余聞芳郎(駒i畢大学名後教綬)佐藤大樹 (樹祭院大学大学院生)柴

IfI武彦 (防衛庁事務官)須藤功 (写真家)千策基次(東京都1埋蔵文化財センタ

ー) 商秀子(樹祭院大学大学院生} 箔留~明 (秋旧大学助教授)狽内秀樹(東

京大学組成文化財調型t~) 三浦武'f;! (千百鳥文化センター)

(株)パリノ ・サーヴエイ 防術庁研究所 (株)未来社

第2章遺跡の環境
第I節 遺跡の伎鑑と謝査範閥内の立地

遺跡の位置と立地

手形山商遺跡I立、秋田市手形字大絞iRに所寂する。JR奥羽本線 {秋倒新幹線)秋回駅の北北東約

2.3kmに{立鐙し、 北線39・44'04'、東経140.08'33"である。本遺跡に隣接する配水池の箇側は、秋
[D.1ls狗線(嗣i且13号)が南北に通る予定であり.現在整備中である。

本遺跡は、手形山(際高97.5m)を頂点とする手形山丘陵の南西緩斜蘭に立地する。手形山丘陵は、

秋朗県の東部を占める太平山地から派生したものである。丘陵以西は秋悶平野とな旬、斤.陵」こからは

市街地が広く見渡せる。遺跡の様尚はω-72mで‘ 北京都が般も高く.南西に向かつて傾斜している。

本遺跡の南側には、大訟iRが繭酋方向に開いており、 v{の水は丘陵のE軍備を北から南に流れる旭川1に
注ぐ。旭川は、秋関市内を南東からiヒ流し日本海へi主ぐ雄物川の支流である。
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秋fll市内には、雄物川をはじめとする大小河川によって段、股が5段形成されており、手形山花綾は

このうち下から3段目の中位段丘面 (Gt n -節)に相当する(iI.W 。この段丘町l立大きく分けて、 3

層から成る。最上部には褐色の粘土質火山灰贈(段丘地純物)がl1i:li古し、次いで燥大後10叩{立の療を

含む機層と砂層が堆積している。最下部は第三系の刊誌務(紛川熔}や砂質シルトである。

本段丘商Iは、関東平野と対比すると、下*i'iioiに相当すると言われている(設2)。

遺跡調査範関内および周闘の地形について

本遺跡は台地の斜衝に立地しているため、調資事車関内は全体的に傾斜した地形である。また、消資

事E聞の東ilH:l:地すべりによってできた鯵状の急斜面になっている。ここでは遺跡とその閑辺の地形に

ついて述べたい。

前述したように、本遺跡は北東からI有泊.へと低くなっていく傾斜闘に手Hiーする。A-1グリッド内

の標高が約75mと綬もおく、陶両方向へ降りながら鍛i白72-731"11の高さでCの字を掃くようにl丞板状

の高地を形成している。C寺:の基軸はほぼ階北線に合致する。このCOf:状のJ:6A長の謝側には比較的'l"

忽なー:貯が存在する。10mx20mほどの広さで、今回の2用資では 「平場jとl呼んでいたー携である。

C ~ド状の1草桜に沿う ように して、前倒l を幌3m-l!ílの変貌状のf1みが7~っている。 軍司貨によりこの綴

みからは、過去に人の手で縫1主か帰り返されたものと思われる鴻が検出された(巡続名揃跡)。絡み

の東監査は平場を含む尾根の西側から浴ち、 ~I査liíjの深さにして約1m絞落ち込んだあと磁憾となって

11.ち上がり、様ii'li約70mの尚さまでよる。

~板状線みより西側は、線高6801付近からなだらかな斜簡になる。 本遺跡ではこの級斜而が謝交区

内の大半を占めている。斜削は南西あるいは西へ落ちるにつれて念、になり、調査鎚闘を出ると下方の

i沢に向かいさらに務ち込んでいく。緩斜耐からは、 I号住居!':Il;‘ -1-3号土坑がそれぞれ検出された。

前述したC字v<の尾恨の東側は度状の急斜面になっており、 』串i1'1j60mまでー気に約13mftfち込む。

洛ち込んだ先は平坦になり、*の署長のq>へ約20mほど入ったところまで続き、低い潟まりをつくる。

この接状の急鈴蘭は、勉すべりによってできたものであることが、秋出ボーリングの調食によって判

明している(注3)。調査範捌にl韓緩する配水池敷地内と急斜繭下の平j且高官においてそれぞれボーリン

グ坑を若手ったところ、平坦務の土は自然脱税した土より柔らかい。また、配水池敷地内には地表から

数mの深さに抱下水脈があるが、平却.部にはその地下水脈は奴〈、 十数mの深さに別の地下水脈があ

る。地表昔、ら数mの首長さの地下水脈は切れていることになるが、このことからも地すべりが起こった

ことがわかる。地すべりが過去のどの時点で起こったかについては、正磁なiFftをつきとめるすべを

持たないが、 ぎ1>場に懸勉地調聖の跡がみられること (~~4望者第4節に詳細) や、尾艇を:lIllíl!に切ってつく

られている婿切と呼ぶ遺構が、急斜面の付近を織る際に排した土を12、斜面に鋭っていること (同第3

節に詳細)から、これらの泡織がつくられる以前に地すべりが起こったことは磁かである。

(工藤 朱lJ!.)

古川 緩済企画庁 『土地分類基本剣翌年 秋倒J1966 

設2 内藤1専失「秋悶県省見川流蛾およびその胤辺の段氏についてJr第四紀研究j第4巻第1号・ 1965
~:t.3 また、孤l服娘先生(秋聞大学名答教授)およむ鴨干昔前明先生{秋田大学助教綬)に現地を貌

察していただき、同様のご教示をいただいた。
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第2節周辺遺跡

手形山商遺跡のある秋凶市内には、l日石影時代から中近世までの遺跡がおO館所以上確認されてい

る。本節では、手形山商遺跡、周辺の遺跡を中心にして述べていきたい。

|臼石総時代は遺跡 ・遺物の出土が少ないが、古滅型車E遺跡 (11)で:ci刃が出土している。

縄文時代の遺跡としては、 地ノ内遺跡 (23・24)・柳沢I遺跡 (32)・大松沢I遺跡 (28)・大松沢町

遺跡 (29)などが確認されている。地ノ内遺跡では、前期中淡から後半にかけての重量穴住居跡9軒、

中期後半の大木9式期の:複式炉を伴う重量穴住隠'跡9軒が検出されている。柳沢I遺跡では、 縄文時代前

期の大型住居跡8軒などが発見されている。うちl府は長軌15mの長方形を呈する大型t主騎跡である。
大松沢I遺跡からは、縄文時代中期末から晩期までの土器が出土している。大松沢E遺跡は中世の遺

物包含地として祭録されているが、以前に縄文土~も採集されていることから 、 後合遺跡の可能性も

ある。

奈良 ・平安時代の遺跡としては、 古城E聖書量跡 (13)が挙げられる。古成巡察跡から出土している輩i

恵告書 ・軒丸瓦は、秋悶城山ニtの遺物と類似する。このため、古織廻黛跡で焼かれた須;!:滋 ."';L瓦の
製品の主たる供給先として秋回城跡が挙げられる。また、本遺跡に近接する遺跡として手形山黛跡

(27) がある。 須:ï!?~普を焼成した半地下式無階艶段まま黛1 ・ 2号が検出されている。 爾然とも操業時期

は8世紀代となっている。

t';岡市内には中1I.tの遺跡と して城怨も穣ままされている。手形山周辺では夫飽 (20)・山崎館・舵野

館(31)が挙げられる。天館は、添川築港南、 旭川!左山の手形山丘綾北減、線路108mに位置する館跡

である。3本のF車線筋に段上の小邦、先端には2主婦を持つ、旭川流貴重では最も大規模な館跡である。

山崎館は、水口集落にある白旗神社の背後の丘に位怨している。雨、束、北側に2-3設の腰郭がみら

れる。 蛇野豊富は、旭川左岸、手形~(J丘陵の南西織を利用 した館跡である。 館は近世になって墓地及び

畑地に開銀され、ほとんど原形をとどめていない。

近世の遺跡と しては、久保問城跡 (33)が確認されている。久保隠滅跡は、慶長8ω603)年から9

:lf.にかけて築城された秋悶骨量主、佐竹氏の賠嫌である。

(木義直隆)

参考文献

秋臼県教育委良会 f秋田県の中世滅館j 秋回県文化財調盗報告嘗第86集 1981 

秋凶市史編纂釜「古銭廼黛跡発掘調査報告J r秋闘市叢書J1 1997 
秋朗市教育祭員会 f秋田県秋田市遺跡詳細分布音調査報告書j 1989 

秋田県教育委員会 I戸平JII遺跡j 秋田県文化財湖重量報告舎費~294~長 2C削

秋聞県教育委員会 f大訟沢I遺跡』 秋田県文化財調査報告書第249集 ゆ94

秋岡考古学協会 f手形山黛務J1975 
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Fig~l 悶i且遺跡(I : 25瓜)0)
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第3寧 発掘調査の概要
第1節 調査をの方法

本遺跡鶏査は、グリッドを基本として笑施した。そのためまず調査範聞外に任意の点A-1を設君主

し、そこに トランシットを据え磁北に合わせた。そして、この地般の伏角8.を東にずらし真北を基準

とした衛北の基線と、これに直行する東西線をま走準とした。次に、遺跡の調査範邸内に5mx5mのグ

リッドを組み、東から凶へA-Pのアルファベッ ト、:1ヒから南へ1-17の殺数とした。グリッドの呼

称は、北東のグリッドポイントで表現することとし、 f日jえl.ff G -10グリッドJなどとした。

本遺跡は、標高が低い方より、傾斜の忽な都分 ・緩斜而・婦跡・平場と大きく4地区に分けること

ができる。前者の2地区については、グリッド内に一定の大きさの トレンチを入れて調査を行った。

ト レンチは、作業回数 ・ 作業員数・緋土選鍛 ・ 土局観察などを考織に入れて東西4m、南~t4mの L字

トレンチを基本と し、また、傾斜の急な線分は、遺織の存在する可能性が低いと思われたため必要録

低限のトレンチを入れるにとどめた。出土造物は、原則的に水.!J1.出土位置をトータルステーションで、

蚤i1i出土位償を レベルで線認して記録し、 遺物需号ーを与えてから取りょげることにした。

住居跡の調査は、土局観察のために十字ベル トを組み4分割を行った。そして、咋プトレンチを入

れ、層伎をa聖書してから上層より1層l局剥いでいくことを基本に調査を行った。土溺断面図は、住居
跡の中央に近く 、土の雄fft)頓序がよく絞祭できるベルトの東側と北測を使用することにした。継は、

f主街跡のベルトとは}jUに竃の主制とそれにま量iliに交わるベルトを42ド設定し調査を行った。

場跡の調査は、場跡:を大きく5区瞳1・9届切に分け、各部分に綴跡に直行するようにトレンチを入れ

断街を確認するとともに、韓首跡の変換点などにもトレンチを入れて断面を確認し、遺構の性絡を知ろ

うと努めた。

平場の調査は、遺備の範闘を破認するために2本の長い平場1・2トレンチを入れた。そして、それ

を検討し、遺構のあるとJ思われる各所に純O.8mのトレンチを入れ断面を綬君主し、遺構の性絡をつか

むことに した。 (近藤 壮僑)

第2節調査の経過

本遺跡の調査は、平成12年7月24日~同年9月9日の期間行われ、調査は主に涯に分かれて行うこと

とし、作業進行と ともに住届跡、 l号-3号土坑、婦跡、平場、 L字トレンチの紙に分かれて湖重量した。

綴跡 ・平場からは、数本の織 ・滅状遺構が機飽きれ、遺構の性格・範闘を知るために数筒所に随時ト

レンチを入れて遺悔の調査をすることにした。

日程 天候 絢ft内主F

7月24日明) 日書時々 曇 書可愛開始、宿舎の設蛍、発縄告書材搬入

7月初日師寺 雨後曇 ベンチマーク・グリ ッドポイントの設定を29日まで行う

7月27日附 E昔 場跡 ・区画2の嫡跡内部表土除去作業を行う

7月29日ω E量 4mx4mL字トレンチ設定後調査開始
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7月31日(月} 日書

8月3B(*l B宵

8月7日例) H青

8月 9B~t~ 晴

8月10日t対 雨後E青

8月15日w 明
開 19臼ω i輔
8月21日(月) i精

8月25日俗 HII 

8月30日ω 時

9月5日t的 日青

9月8日ω H背
9月9日(迫 F再

郷跡の調査開始(区画2-2トレンチ)

G -10グリッド 1号土坑搾認

織跡平面図作成を行う

l号住居跡にベルトを設定し本格的な調査を開始する

撮跡で郷の重複を確認、

城跡 ・区画3-2トレンチ土坑床蘭より磁器片出土

者Eにベル トを設定し、本絡的なiiの剣査を防止白する

平場にト レンチ設定 l号住居跡A.Bライン土層断編殴作成

織監事・区画4-]トレンチにおいて2号郷の覆土中から鉄製品が出土する

I号住居跡遺構平踊凶作成郷跡 ・区画5-]トレンチの期切と瀬勝の切

り合っている地点の調査を開始する

紙袋写真由位影

掛宮跡・平場・会L字トレンチ発掘調査終了

平場・場跡 ・音量l調面作成終了 篇完搬 すべての調査終了

{近藤社憾)

第4章調査の記録
第I節 恭本土層

本遺跡における基本土腐は、荷重苦区の南北を通るGライン (G-5-9、G-12-]6グリッド)と、

東西を通る11ライン (H-JI、 1-11、J-]]、M-lIグリッド)で土層鍛祭託銀を代袋させる。な

お、 t帯市 ・紡f主・含有物の表記方法1;):、以下の通りである。
締 り.弱い・やや弱い・普通 ・やや強い・4車い

粘性 :~~い やや弱い ・普通 ・やや強い ・強い

含有物 ごく微量含む ・微量含む・少髭含む・多量E含む

① 調査区南北ライン (G-5-9、G-12-16グリッドで観察)

A層 ーG-13グリ ッドのl賂上:R雪』こー部地積する土

0層 ー明言者総色土(JOYR6/6) 盛土層線り.やや強い粘性:やや弱い 廃(9:22cm以下

貨褐色土綾子 (lOYR5/S)を多段含む。

1~ -褐色土 (10YR4/4) 腐楢土層締り ・強い 粘性:iiGぃ痛感:26冊以下

明赤褐色土紋子 (5YR5/S)をごく微量含む。

2層 ーにぷい貧褐色土(I0YR4/3) 締り.やや強い粘性 。やや言語い層l事。16cm以下

3-6層はI号土坑に対応する。

7層ー褐色土 (10YR4/6) 締り やや弱い粘性 。ややíi~い層l事 。 14cm以下

明赤鰯色土粒子 (5YR5/8)をごく微量含む。炭化物 (1-3蜘)を微量含む。

本局I立、 G-14グリッドでのみ見られる属で、東側斜面から部分的に流れ込んだと思

われる。

-12-



8層ー褐色土 (10YR4/6) 締り:やや弱い粘性:やや~~い届摩: 6cm以下

賞褐色土投手 (JOYR5/8)を多量合む。IK化物(l四)を微量含む。
9婦 ー褐色土 (lOYR4/4) 盛土溺締り:普通粘性.普通風厚:20cm以下

貧鵠色土絞千 (10YR5/8)をごく微量昔含む。

10寝 ー策事国色よ (10YR5/6) 締りー弱い給健:~lÎい 届~:4Ocm以下

略褐色士舘f-(1OYR3I4)を微量含む.

② 調査区東西ライン (H-11、1 -11、J-11. M -11グリッドで観察)

1層ー褐色土(I0YR4/4) 締り:強い粘性:弱い庖厚:1牝m以下

明赤4品色土敏子 (5YR5/8)を微量合む。
2層ーにぷい1町制色土(lOYR4I3) 締り:やや強い 粘性.やや弱い脳I!/.: l&m以下

明亦補色土敏子 (5YR5I8)をごく微量含む.

4-吾厳1~1号十.坑に対応する。

8層 ー鱒色土 (I0YR4/6) 締り:やや弱い粘t1;:やや弱い厳原 ・<1個以下

1t褐色土絵子 (I0YR5/8)を多量含む.鋭化物(1m)をごく徴盆含む.

9府 ーにぷい貨Q土 (10YR6/4) 盛土層締り.強い粘性:強い婚l事:14冊以下

補色土徹子 (lOYR4/6)を少量含む。i翼賛槍士総チ (IOYR8/3)を微鼠;合む。炭化物
(1-3剛1) をごく微最合む。 本婚は、\!Itjltl~貨の際の繕土層で、 J -11グリッ ドでのみ

見られる。

10層 ー明貧褐色土 (10YR6I6) 粘土扇締り : 強い粘性・強い腐~ : 14冊以下

貧褐色上4章子(10YR5I8)を少盆含む。様相臨色土桂子 (2.SYR4/8)をご〈飯盛含む。
11層 ー貧褐色土(10YR5I8) 締り:強い 給性 .将通局原:凶冊以下

明貧褐色セ絃チ (10YR5/6)を微量合む.炭化物 (0.5田)をごく後鴛合む。

12鹿 島貧錨色土 (lOYR5/8) 池山周締り :やや強い 粘性:!強い層l事:J4cm以下

13属 一浅賞授土(IOYR8/3) 池山結土脳締り:~lい粘性;強い 1>;41事 :lOcm以 F

明1官褐色1二枚チ (lOYR7/6)を少量含む。
14庖ー暗鍋色土 (lOYR3/4) 締り :やや露首い 粘性 :やや強い脳原 :18αn以下

貨褐色土鈴子 (IOYR5I8)を後;屋含む.

15廃ー画面総色土 (10YR3/3) 締り;普通粘性.やや強い 届厚 :26個以下

黄濁色土綬チ (10YR5I81を微震含む。明褐色土fi子 {7.5YR5/61をごく微量含む。
炭化物 (O.5mm)をごく微量含む。

16層 ー黒褐色土 (IOYR3/2) 書官り:やや強い 粘性 i被い層W::20冊以下

時司栂色十純子 (7.5YR5/6)をごく微量piむ。樋色土綾子 (lOYR1/6)を彼勉含む。

炭化物 (5掴)をごく鍛量含む。

17層 ーにぷい貧褐色上(lOYR3I4) 締り;やや強い粘性:強い層原:8cm以下

貧鱒色土綾子 (10YR5I61を微量合む.炭化物 (5m)をごく後盆含む.

※14-17婦は、西側fJ.斜蘭織にあるM-llグリッドのみに見られる層である.

(応純子)
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第2節 1号住居跡

住居跡は、前回トレンチ調査において継の娘道湖lおよび雨量豊のー部の遺構プランが確認されていた。

住居跡は、 1-12・13グリッドにまたがっており、調査区の中でも西側緩斜面やや平熔な場所に位置空

している。栴築された場所が東から商に傾く斜面であることから、当初斜面下方の住居西側面草分は勝

れて消失してしまっていると考えられていたが、i!!i!笠が多少崩れている穆度で残存状態は良い。規模

は、泊ー易産4.4m• JI!:綬4.l5m.北!w.2.9m. i*i鐙2.6m.商務は約l1.68mである。形態は南北に長い隅丸

の長方形を塁し、官軍はitH巨の鍋に位置宣している。主軸方向はN-170.5
0

-Eである。

本住居跡の緩土は22隔に分けられ、皇室際には三角土佐m土が明瞭に認められる。1桂械は、斜面に立地
しているため、斜蘭よ方、住崎東側lのJ1t械が西側より厚〈なっている。また、 l号士事tでも磁認され

たような黒色土層が第6・8層に検出された。この黒色土層1;1:住居南側がより原(}普獄している。A-

A・ラインの土層断面では術から北に行くにつれて黒色土層は簿くなり、 F肩書官昔、ら2.59mまでの雄績と

なっている。このことから他の婦は斜面上方からの流れ込みによりレンズ状の縫積を しているものの、

黒色土層は住般廃絶後に住}討南東側より流れ込んできたと考えられる。

按面は、床商近くでは緩やかに立ち上がり、饗面上部に|旬かうにつれて垂直に近い角度で立ちょが

る。斜面上方の東皇置の潟さは0.44m、西皇Eの高きは026mである。西豊富iま東豊富の半分ほどの泌さである

が、菌感はよ高官が斜而下方に崩れていると考えられ、 i干膳術祭時は現在よりも高かったと推定される。

床面は減り込んだ地111衡をそのまま生活面と して使っており、貼床はされていない。中心部がやや

窪んでいるがほぼ水平であり、備の焚口付近以外14特に硬化耐は認められない。また、援溝の存在は

E聖書Eできなかった。

柱穴は住居中央に1筒所検出されている。長納0.33m、短輸0.31m、深さはO.l9mである。平岡形は

Aんだ円形であり、成後はO.Jmで底からO.l2m立ち上がった所から急激に外反していく。被土は4層

に分かれるが柱材の痕跡は確認できなかった。なお、住居跡の周捌からは枝穴らしさ遺構は見つかっ

ていない。

炉跡は地床炉で柱穴の北02301の所に検出された。長納O.4m'短輸O.38mの純聞で2叩ほどのl事きで

土が赤く焼け閉まっていた。

(宮下晃)

遊

軍Eは I~j豊富の東端に位置する。 グリッドの 1 -12 . 13にかけて検出された。竃主軸方向はN-163・-

Eである。骨量の規綴は、会長l.94m、題道部O.87m、煙出部0.4201、焚口偏0.7101、媛送中高O.35mを測る

(註1)。遺存状況は員長く、天井部は崩務し、袖部、 t車道官目、最重出部が筏存する。土層は30崩に分層さ
れた。

袖都1;1:地山の土を盛旬、火を受けた明坊、褐色土 ・ 班、縄色土で僻~される。 住居の壁への扱申込みは

認められない。商袖の外には、砂岩質のt構築材の土塊があった。*袖は、崩落のためか「くJの字却
に盗んでいる。両袖の織に補強材として東側lには長袖35叩、短軸21cm、西側には長軸33.5個、短紬

19cmの織を、床而から5叩程度掘り込んだところにそれぞれ内傾させて掠えている。また、袖の内側

は火を受けて赤変している。

-1島一
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億焼部も火を受けて赤変している。特に床商は、中心から外へl司心問状に、明賞鍋色から締赤褐色

へと徐々に赤軍Eし硬化していた。 覆土の費~3層、第4婦、第24婦は、焚口付近において多鐙の炭化物が

混じっている。 書~24層の炭化物については分析を依頼した。 燃焼部から燈道部へほIまさ量直に立ち上が

る部分には、細長い石を立てた上に赤鰯色土務杯 (No，8)を伏せ、支脚とする。

爆道部は天井部が残務せず、滅状に検出された。側磁の一部が焼け、やや束へ曲がっている。住居

跡検出時には、 豊富外にN-159.5・-E方向へ1.7釦nほどのびていると確認されたが (設2)、その後、鎖

出部より先の堆績が非常に薄くなることがわかり、はっきり煉道部と断定できなかった。また、爆i草

部に粘土や石を架構した跡は認められなかった。このため、処進部はトンネル状の織り込みのものか、

I棒状の掘り込みの上を土で覆ったものではないかとJ恩われる。

燈出部は、ピット状に南側へ斜めに織り込まれている。煙道底面より16咽の深さを測る。

海周辺の床はやや姻り込みが認められ、硬化していた。

(高見哲士)

設i 規核を計測する際、調査時に設定したA-A'ラインが竃内で西郷りとなってしまったため、別

に計測のためのラインを設けた。媛出苦目前端から5t胸の中心を通るラインを主軸とし、煙出音E

E荷鋭から両袖部の線北織を絡んだ焚口偏のラインとの交点までを爺の会長とする。また、 主軸

上で煩脳部は簸出総南端から北端まで、鍾道部はt草創部北端から袖都のHけ絞まで、燃焼部は
制官官付け4畏から袖部の覇軍北端までと した。

経2 この計~U直は主主1で述べた創世IJのためのラインで測ったものではなく、調査時の A -A'ライン

による。

-22-



遺物出土状況

遺物は留置に近い住居南半分から集中して出土している。須恵務費片を除いて、造物は第8婦から下層

(標高64.31-64.59m)の側に集中Lている。住居の中心に近づくほど床面に接する遺物が多くなる。

住居南東側lの三角推綴土中からは、状態が良好な遺物が多〈出土している。なかでも、床衡直よか

ら、ほほ完形の赤褐色土務停 (No.5・7)が伏せられた状態で出土している。赤褐色土総小型鑓

(No.27)と、震なるようにして須恵総受片 (No.46)が出土した。寵側で出土した遺物は、他の遺物

に比べて、床nnから浮いて出土していると言える。

竃からは、焚口から短道に向けて立ち上がる範簡に遺物が多数出土している。 赤褐色土~珂; (No.8) 

1;1細長い石の上に伏せられた状態で出土し、文絢として使用されていた。赤褐色土器小型受 (No.25)

は、口縁を含む大部分が焚口から出土している。内黒土師務坪腹部 (No.l8)は、 燃焼部よ り出土し

ている。また、掘り込まれた煉出部からも遺物が出土している。赤褐色土骨量綜 (No.IO)は煙出邸に

伏せられ、 112程度破損した状態で出土した。煙防費E治、らはそのほかに、土自副総鉢 (No.28)の破片も

l点出土しており、この鉢の破片は燃燐古都およぴ受口、住居向西部という側広い範闘から出土してい

る。

住底南西宮司lでは、砥石 (No.4S)を中心に多鐙の遺物が出土している。砥石は、中央に亀裂が入り

一部剥縫した状態で出土した。完形の須恵銀杯 (No.l)は、赤縄色土器J;f(No.12)と伏せられた状

態で盤なるように出土した。須Jl.器叫;(No.2)は、底部を含む大部分が1号住居B-B'ベルトの衛首

都を除去している録中に、 三角地積土中から出土している。須;t(告書t平(No.3)は、前回調査のトレン

チで燦道部から出土したm怒号事が大部分であるが、住居内から出土した須Jti:器片とも緩合しており検
討の余地がある。内緑土自由器均;(No.4)は磁石の北側に援してiE伎の状態で出土している。赤鰯色土

器杯 (No.9)は、住居内で最もm西側lの三角堆積土中から正伎の状態で出土した。ロ縁部が2/3ほど
欠けており、桜合関係はみられなかった。

住居中央のやや南東側で遺書のある赤総色土器綜 (No.6)が破片の状態でまとまって出土した。床

面直上ではなく第14腐を中心に機積土中からの出土である。住震のほぼ中央線に佼遺する炉からは、

赤鰯色土器郎が2傭体 (No.24・20/10)伏せられた状態で出土した。いずれもたいへん状態が悪い。

須恵器)!片 (No.43・44)は、住居堆積層内ではかなりの高い標潟からの出土が確認できる。また、

前図書司祭の標語、本住居跡から南西のトレンチで、今回住胎内から出土した須怒器受片と類似する須恵

器)!片 (No.47)が出土している。しかし、南西側には住居跡等の遺構は確認、できなかった。

(小林朋恵)
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1号住居跡出土遺物

遭物の出土盆は多〈、 確認できた土協の総傭体重~Iま30点で、須恵、器時:3点 (完形No.l/lIl疋2 ・ 3) 、

土師f~~事3点(復元No.4IiIi片 17 ・ 18 ・ 29-35) 、赤褐色土t器保20点 (復元NO.S-ll/破片 12- 16 ・ 19-

24 ・ 36-42) 、土師器鉢l点 (復元No.28) 、赤燭色土器品小西UI!2点(復元No.25 ・ ?:7/破片26) 、 m週~~~

I点(敏H・No.<!3-46)である。報告の対象となった遺物は、先形 ・4耳元遺物と、 底部・口線距11の破片、

~Jlr.l!.骨量の実片である 。 また鉱石 (No.48) が出土している。

須r.I!.~は、.t:f'と Il片が出土し、すべて硬貨・灰色である。 停は切り 荷量しがすべて自転糸切り無綱襲、

ロタロはお悶転で、回転数li6回である.No.3は内面Iif:偲が磨粍し、 mが付着宮しているため転IstJlで
あると考えられる。法量 (註)は、n{葦13，2-14.2也、縫高4.3-4.4個、底後6.1-6.2田である。口径

に若干の袋があるが、 i昆絡的にはほぼ同一である (Tab.3l.受片の外面はタタキ痕、内面li背織波文

の当てAf{がある。含有物6こ海綿体骨針が少録健2できるIl片もあるo!JI!片は接合しないが問ー個体

の可能性がある.

請再構色土器li、向:と小型受が出土し、 全体的に焼成坤旬、良で、残符状態が懇い土器が多い。停は、

1-1}住府内で般も出土量生が多い。切り離しの磁認できる遺物I主、すべて回転糸切り骨量測較である。磨

耗しており修認できない遺物もあるが、他の妓法が使われているとは考えにくい。成形はロクロで、

ti l副転がl点 (No.24) ‘その他は布団転である。 法肢は、口径12.8-14.6師、器泌4.8-6.2cm、 1庄径~.9

-6.2cmである。須怒告書士平に比べて、務高がi¥T，(、成後が小さい傾向にある (Tab.3)0 No.6には自盟主撃

がある. 文字は僧位であり、 213が消えてしま っているため判読不能である 。 〆l、重~J'. li NO.27より

NO.25の11がより小裂である。両者共に残存mlJ!が感〈、外面がー吉宮吸炭している。共にお回転のロ
クロ成形である.外面下都は欠領しているためilUI孟できない。しかし、 No.261まN0.25と接合はしな

いが問ー鏑体である可能性tJ鳴い。 このことから、jl~であったと息われるが、接合関係がない以上磁

)Eはできない。

土偏量t1:1.杯と鉢が幽土している。係l;t、内面がn白色処理されている内黒土節nである.ロクロは
お鴎転で、切り厳しは回転糸切り無縛墜である。切り厳しの後、 1-5坦程度の荷台が付けられている。

底邸はミガキが確認できる (No.4・17・18)。総監は門後15.75cm、銭高6.4cm、底径5.8-6.9叩である。

他の線機の豚よりも法量置は大きい (Tab.3l 。 合軍I物に海綿体骨針が少鋭機i認できる。 鉢は、~~ロクロ

成形であり、内而全体と外国上部にカキメ、外iliif'ß~にはケズリがある。口縁側1Iまナデが純されてい

る.

磁石は、長袖36.4畑、短輔24.3佃の砂~である。 研1ft面はすり減っている 。 また、 上蔚と績面に

鉄鋪が付~している。 (小林 JlIllM.) 

tt 本文中のI1'貨の範囲には.Tab.2に記事置されている厳片からの推定の敏績は含まれていない.
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Tab.2 I号住居跡出土土器静観祭表
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第3節堀跡

遺跡全体の来半部 (D'E ラ イ ン沿い) に様北に走る:?I!~匝状の鑑みがある。 これを猫跡とし、この

城跡を東西(4・5ライン沿い)に横切るslみを綴切とl呼称する (Fig.l2入 場跡;の報告では、この2

つの遺精の新旧関係 ・性絡を諭ままするために合わせて報告する。調査に制限があるため、各特色ある

節分に卜 レンチを設定し調査を行うことにした。

織跡Ij.、標高68-72mに伎鑑L、北側lに向かつて低〈傾斜している。指j;lJは、標高68-70mに位償

し、西側にl古lかつてi吐く傾斜している。郷跡 ・熔切は1:Ilみがはっきりと残り、地表からも形状を確認

することができる。 8居跡緩斜面には、 土~状に磁られたゴ二塁E と 14-15mの等間隔をおいて1'i形張り出

し都が4箇所確認、することができる。そして、平場に向かつて高く傾斜する聞には段差がみられる。

絢食時、遺跡全体が絞*"に覆われていたが、場跡内には松が生えていた形跡は総められない。

調査上、瀬跡Iま方形張り出し都中心を境に南から区画1-区画5を設定した。さらに区画の中でトレ

ンチ帯号をつけて報告する。トレンチ脊号は、区画の中で:.Eめ、基本的にF首都lに近い トレンチからl

トレンチとする (Fig.J2)。抱切は、堀切内でトレンチを設定し潟査を行った。

区画1の調査について (Fig.l3・14)

区画J(ま、郷跡最南端に位置し、他区jiIjjに比べslみが浅く、東織は急傾斜に沿って包ι鈴蘭下に流れ

務ちている。3本の トレンチ潟資の結果、確認された槻跡は、J!i¥居正編0.5-Q.54mでほぼ垂直に雨量E衡

を構築している。 そして、緩斜面感商には、 般商から0.3-0.4m上告~に段表を形成している。 この段

差は、姻り直された時にできた織跡の底部と恩われる。郷跡は、急斜繭手前で止まり、この段差によ

る捕り箆しも同じ位置で終わっている。織り直された場跡の織と援の立ち上がりは、緩やかな立ちよ

がりをしている。

機積土は、主に平場地山の崩落土である。綴跡南端部における地山雄績は地すべりのため (第2章

第1鉛1参照)異なる。量産禰の地山は、燈色 ・明赤褐色 炭層の連続的堆積をし、そのよに際層がある。

15cm穆度の大燃は、線局中からの流れ込みである。賞褐色土・褐色土は、平場t桂積の土と考えられる。

場跡では、 期間IJ土を土~として軍基り上げている(以降盛土)。硲土は、 0.5111前後で箆られている。

出土遺物は、区画1-1トレンチ傑士(探勝の1&ち込み手前)から鉄製品 (柄のついたナイ 7No.5) 

が出土している。訴掴Hは後に述べる。

区商lは、平面的に半月形に湾側しており、きれいなカーブを錨いて織り込まれている。婦跡は、 2

本確認でき新|日I関係上、両51'が明確に確認できる臓をl号婦、織りi1[された婦を2号綴とする。

区画2の調貨について (Fig.15・16)

区画2は、方形振り出し郁と緩斜面の軍基土中心に締円形の問者sがある。平場に向かう斜面には段差

があり、黒褐色土層が水平に堆積していた。3本の 卜レンチ調査の結集、確認、された婦跡は、編成。E

0.4-0.76111、底面から0.04-0.24111の段援が見られる。段廷は、』匝り直しの際に形成された段援と考

えられたが‘部分的に段差の;g;さに差がある。区画2では、 主に綴り出し部における婦勝の道筋を中

心に調王監を行った。謝査の車古巣、 l号摘は、方形張り出し部に沿って凪曲するが、 2号線厳部と忽われ
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る段差l主、猿り出し部開のみで健2草された。特僚として、 l~婦は、区画2-1 トレンチでは地形に沿

って張り出し部に逆z~r-に帰納している。 2号編成部と思われる段差は、 1i形の張り出しß1Iの閃にお

いて検出される。また、ぱ刷2-2トレンチでは、掘り砿しが数個行われたと思われる痕跡が検出きれ

ている。これは、方形張りIJlし部俊元に揺り妓しと思われる地山の残存部があるためである。 この残

存鵠を切っている状況は土層断面Iで繍認できないが.鍋りlIi.しが数回あると思われる.

2量積土li.主に硲色・9町織色土で車寄りが弱い土である. ζれは、平場に向かう斜面に俗られた土な

どを含む自然流入土と考えられる.

区画2-3トレンチの緩斜師側の盛土では、地山のよにO，2mの暗褐色土層、その上にO，4m前後の褐

色土が堆積している。 町商禍色土府は、褐色土が~られるilljの表土と考えられる。以後この表土を|日表

よと呼称する。平場に向かう斜f(!Iには段差に水平にJlt織するよ且褐色土胞がある。このため旧表土と黒

憎色土は、同ーの府と考えられる。 l~号線は、盛七の11:1嫌土と "n品に向かう斜而のIII鍋色土婦のライ

ンを繋いだところから姻り込まれたことになる。

区画2-2トレンチ盛土凶秘からは、土坑が検出された.上坑1主、長鋤O，81m、銀織O.33m (確認で

きる範館)で柄墜はなだらかに立ち上がる。土坑内から筑)aax 18団X1団の木片 (No's)が出土した。

また.区画2-1トレンチにおいても木片 (No，6)が州土した。

区画2では、盛土においてIFI表土と篠土の明確な授をBl!iIlした。掘り込み衝がl日決土からであり、

|日淡七上に堆積する土が揃nlJU与の盛土と考え られる。 そして、 1~予織は*り出 し織に沿う形で確認さ

れたが、 E号掘底部と思われる段差は一節分のみにおいて硲認された。

区同3の調査について (Fig.J7・18)

区画31主、区画2と炉!被に凶$が盛土中央iI、らm寄りにある.平場に向かう斜偏は、.1M荷停.t量績が著
しく多く なだらかな広がりをしている。 2本のトレンチ調査と鉱張トレンチの縞来、区画2より絞く場

跡が.嫡底編O，66m、成而からO.36mの段廷を持って検t却された。段差は、区画2-3トレンチで確認

した段差と同様で、型産制はなだらかに立ち上がる。この点でiiえIf、1号織と2サ損益の'51.ち上がりに明

瞭な違いがあるために.使IHした刷i主・綴り方が典なる。

1世積土は、褐色土・賞淘色士.を中心とする土で自然機械をしていると考えられる。区画3-2トレン

チにおける土坑内織績も褐色土を主とする。

区画3-2トレンチ盛上回線からは、土坑が検出された.土坑は‘ tt土を切って4構築されている。土

坑は、長嶋2.60m、銀紬1.62mで平面形態li長方形である。両型車l立、区画2-2トレンチ同様なだらか

に立ちょがる。

土坑は、区画3-(トレンチで硲飽きれた2号編成簡の段穫を破線していると思われる。これは、郷

跡が形成された後に土坑が織り込まれたと恩われるが、同時期にこの2つが憎築されたかはI直接的な

切り合い関係が認められないためはっきりとは言えない.しかし、喫萄の立ち上がりがなだらかであ

る点、第跡を構築した僚の~:tから編り込んでいる点、 Ji形後り出しおの中心線に低調置する点などか

ら指跡が錆築された以後の遺締または、長土が傍築された以降の婦跡に伴う還機と考えられる。
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出土遺物は、土坑底部中心から染付磁器片 (No，2)I点が出土している。 土坑が掘跡を切っている

ことから時期の下限を示す遺物と考えられる。遺物の詳細は、後述する。

区商3では、区画2にも見られるような郎部が見られることから、土坑と場跡との関係を調べること、

娘跡を確認することを目的に調査を進行した。区商2・3の土坑の新11:1関係を判断することは困雛だが、

前述したように遺構の形態、イ立鐙、織り込み面が向ーなどの窓白から時期の近い問に楓り込まれたと

忽われる。

。 ， .. 
Fig.19堀跡・区蘭4

-42-



l又爾4の調査について (Fig.l8・19)
区l帽41主、 他区画と比べて刷機な問部がなく 、品lf&等による彼乱も少ない。l本のトレンチ調査の結

果、様認された財跡は、 1面i成鰯O.46m、成樹からO.08mの段差が検出された。l正馳I4-1卜レンチは、
段t，を境に底幅l.lOm、I氏側0.46mに分けることができる。iIII者は2号潟、後者はI号婦にあたる婦跡
と考えられる。 2号婦の方It、 l亙柄3-2 トレンチl11:~*部の細跡の形態に似て.照i凶がなだらかに1[.ち

ょがる。

権額土It、平場に向かう斜面からの崩著書士と恩われる褐色土である。粘伎は“い。

緩斜面倒の盛土1ふ他þ(同同級掘削した土を盛っているが、 盛土の中に1日表七と~なる然矯色土が

殿様しているのが確認された。2周査時においてもこの胤鍋色婦を平面的に追うことができた。これは、
盛ょがIJfでなく2@-数回に分けられて盛られているためと考えられる。

出土遺物は、 区I唖4-1トレンチ2号姻堆積土中から鉄製品 (No.4)が出土している。鉄製品のIH土
似慣は、底面から約40cmの泌さである。造物の訴制な側s'は、後で行う。

区爾4では、区画2 ・ 3で磁~した婦跡と土坑の確認を行ったが、上坑It検出きれなかった。 場跡は.

11ぼ区劃2・3と何様の位債を泊っていると考えられる.

区画5の調査について (Fig.20・21)
民両51主、線量事と婦切のmなる地点で、 五N品に向かう1帯雨はやや複雑な地形を している。これは、
j崩跡と胤切のよ織・下織がl則備に抑えにくいからである。制強5の結来、底鰯O.56mの糊跡が"}j・形凝り

/:1:1し怖に沿って検出された.~届跡内部に段iHj:認められないが、 ‘}t蘭的な鋭祭によると掘りtIi:しが行

われていると考えられる。細切は.雛切底ti.iO.42mで婦跡によって断ち切られている.切り合い関係

1:、場切が切られるように属跡地<1構築されているため胤切の方が時期iJ清いと考えられる。
区画5-1トレンチでl;tll!跡と擁切に切られて斬たに海が検出された。講l;t、底編O.64mで南北に走

るもので方形猿り出し部に沿わない遺構である。揚跡と溝との関には.侭O.3m、高きO.56mの情状の

池山が残る。 これは、 jij跡とt障が並行するftで情築されたために残存した部分である。

織の推検土は.平嶋にI何かう斜而からの自然I桂積によるもので、1:1ぼ水平にI1t秘している。織防:は、
樋側の般土期滞j:からの流入によ り態め尽くされている。 f~は、区画4-1 ト レ ンチに倹111 されていな

い点から繭に向かつて仰ぴる可能性はなく、区画4・51111で止まっていると思われる。そして、構 ・抱

跡tt~ 両遺構とも ~t鱒に伸びていくと思われるが配水池で削平され確認できなかった.

緩約函館のiI土からは.何度も鋸り直しが行なわれた献の様子を伺うことができる.他の盛土と異

なり、 t量績に黒褐色士を含み、褐色上は見られない。

l式1"i5では、新旧関係は. i鼻、 掛適切、場跡の順序で~遣されている。堆積関係を凡ると清から婚切、

担11跡を術祭するにはかなりのP~tlOが要されると思われるため、 t稗は、掘削:よりも時代が古いと考えら

れる。区画5では、遺物のILIよはないため各治情の時l例を判断することはできない。m:側5では.婚
勝1氏鈍から鋭化物をE車線 している。 報告は、 第51聖書~2n首を参P.IO
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朔跡

相

Fi必20掘勝 区画5

繊切 (Fig.22・23・24)

場切では、織成制0.42-0.44cm、漆さj-1.28mの搬哲Jが検出されたが、他区画に見られる明瞭な段

差はない。

郷切は東斜面 (3・4ライン)に伎鑑し、等高線に沿って狭い平恕簡をつくる。郷切3トレンチでは、

源切構築時の土が感土として急斜面に盛られている。また、区鶴2-5で確認、されている旧表土上には

O.2m前後の臨みで土が盛られている。損益切では、綴りi!i:しと思われる掘り込みIJ:硲認されていない。

I桂積土は、 主に猟切下部では紡伎の強い土である。郷申H重土は、U字状に堆積していることから人
為的な峻績ではなく、自然堆積土と考えられる。

織切前世g掘り込み函でも旧表土上に貧褐色土が確認できるが、IIli:土ではなくて、平地が獲地された

ときに地積した土と考えられる。遺物の出土はない。

事自切 (Fig.22)では、婦切が急斜蘭に向かうのか、区画j-jトレンチで確認している掘跡のように

堀切が止まるのか徒認した。絢査の絡調主では、損益切は急斜面に広がりを持つため、掘削と性格が異な

る可能性がある。

(竹悶典広)
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締切2トレンチ

期切3トレンチ

Fig22 繊切
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Fig.24 堀切土層厳前図 ・エレベーション図

出土遺物 (Fig.25)

磁器片は、 No.lが区編2-1卜レンチの腐櫛土局中、 No.2が区岡3-2トレンチの土坑床古都の地111値上

から出土した。No.W::、出土位置から型持すると嶋監事に伴う遺物とは考えにくい。No.2は、区画3-2ト

レンチの土坑に伴う遺物である。同遺物は染付税の口縁部である。No.lは色宙開が白色で、紋織には呉

須を塗っている。No.2は白色で紋様が線灰である。肥前からの搬入品であると考えられ、江戸時代後

期以降であると恩われる。

かすがい (No.3)は、区画2-3トレンチ腐植土泊中から出土した。長さは約20叩で、 径1永田であ

る。時期は、明治以降であると考えられる。

鉄製品は、NO.5が区画1-1トレンチの磁土産上、 No.4が区画4-1トレンチの第7履から出土した。

No.5は長紬ll.lcmで柄のついたナイフである。No.4は番線であると考えられ、後0.5冊、長いもので

45cmの長きである。 何JR~却とも時期は、明治以降のものと考えられる。

木J片は、 NO.6が区画2-1トレンチから、 NO.7・8が区画2-2トレンチの土坑中から出土した。No.7

とNO.8は出土位債の比高差が1m前後ある。No白8は板状の木片であり、 30叩X18冊Xl咽を計り、第6

婦から検出された。保存状!illは良好である。

(折原覚)
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Tab.4 郷勝進物線言語表
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第4節平場

発掘調査範闘の東側、事雲南が最も高いところに酋・南・ 北側を熔跡に阻まれて平坦部分が存在し、

それを平場と呼ぶ。細かく見ていくと、全滅が平坦なわけではなく、 南側は比重史的平坦であるが北側

は緩やかな斜面となっている。平場の東側は地すべりによってできたと考えられる急斜面になってい

る。地すべりは、平場8トレンチの土層断面観聖書により、第6-8属が東側念。鈴蘭に沿って流れている事

からも分かる。

道橋の有無を確認するため、 平場1-12 トレンチを設定し絢査を行った給娘、 3本のi~状irl:1ì'iと獲地

地1fJ事が検出された。液状遺構は東側から1-3号潜状遺構と名付けた。

遺物は、平場4トレンチ覆土中より磁器片がl点出土している。しかし、滞状遺構・3聖地地業跡にi半

う出土in物はない。

1号滞状遺構

J4昔滅状遺備は、 1-3号滅状遺;憾の中で最も東に位置置している。北ま置は平場3トレンチと平場4トレ

ンチのゆ閥、 A-llグリッド北西で検出され、平場4・1・11トレンチを通って繭南東方向へ2号l1;状

遺構を切りながら並行して進み、.1f場7トレンチで繭織が検出された。

傾向72.6Sm付近に位置し、長さは7.2m、編I立よ織1.26m、下端0.96m、採さli0.48mである。

A-llグリッド南東のl号潟状遺構来自慢でI立、3号t罪状還機にはみられない方形の凹み部分が2箇所

検出きれ、上端0.86mx 0.44 m、下端O色S4mxO.36mと上鎗0.7mxO.36m、下鋪0.46mx 0.26mを ìA~る 。

このことから、溝状in構は自然にできたものではなく、人為的に掘られたものと考えられる。2館所

の凶み部分の配績に規則性はない。

なお、造物は出土していない。

1-3号治状遺4揮を平場11トレンチの土j層断商で観察すると、 I良部の標高が一被低いところに絞習をす

るのが3号織が:遺併で、一帯向いところに位置するのがl号滑状遺構であ旬、問に位置宣するのが2号滅

状ilU揮である。

2号滞状遺構

2号~状遺機I立 、 平場8 トレンチ北側拡張部分で北端が検出され、商南東方向へ平場8 ' 5 ・ 6 ・ 3 ・

1・4・11トレンチを通って平場7トレンチで南端となる 1字状の溝状遺織である。1号溝状遺僻を途中

から切りながら南南東にのぴ、平場11トレンチで潟西方向に廊曲しながらi号百年状遺構と被れ、 3号滞

状遺4膏とぶつかって南端となる。

標高72.3m付近に位援し、長さ1;l:21.2m、帳は上総1.l2-1.78m、下端0.68-0.88m、深さは0.46-0.7

mである。

また、 2号語障状遺橋東僚では、平場3 ・ 6 トレンチで東側に0.32m~長り出し部分が検出された。 l氏而

から026mのおきでテラス状になっている。平場3卜レンチの土層断面の量Il祭から、 2号将軍状遺構とは

別の遺傍ではなく、 2号百年状遺続編目。時に設けられたものと考えられる。このような段差は1・3号溝

状遺構では検出されていない。

一日ト
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3号i轟状遺織との切り合い部分は段差になっており、3号i棒状遺構よりも2号添状造幣のほうがほ音量

において約0.15m高い位置にある。しかし、土局断而を2・3号i罪状遺構の切り合い都分で設定しなか

ったため、明確な切り合い関係を観察することができなかった。よって、新旧関係を判断することは

困難である。

遺構の豊臣没状況を考えると、平場6トレンチの土嫡断面の観察によると、第5層にH音鍋色土がブロッ

ク状にi昆入していることから、人為的に埋められたと考えられる。

なお、遺物は出土していない。

3号荷車状遺構

3号構状遺併は、 1-3号制庫状遺栴の中で最も西側lに佼慣している。平城3トレンチ西側で北端が検出

され、南南東方向へ1・2号持軍状遺鱗と平行に平場12・11・7トレンチを通って、7トレンチ南側鉱張部

分で東方向に屈曲し2号滞状遺構とぶつかってT*I舗となる。

標高72.7m付近に位憶し、長さは12m、帳は上端1.67-1.92m、下端0.94-1.22m、深さは0.42-0.7

mである。

3号滞状遺構の前端部付近の立ち上がりが3号海状遺織の他の都分に比べて浅いことから、滑状遺構

上端部を南側lの掘掘目IJ時に削り取られた可能伎があり、 3号溝状遺構は瀕跡よりも古いと考えられる。

なお、遺物は出土していない。
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1-3~'・溝状遺構の新I Fl関係

l号溝状遺騰と2号機状遺憾の新|日関係は、 平場1 1 トレ ンチの士崩断面の観察から、 l号i~状遺併を2

号 i睡状遺構が切っている。 したがって、 2号ì~状遺栴のほうがl~i棒状遺績よりも新しい。

つぎに2号液状遺栴と3"7i棒状遺構の新!日関係は、 土婦断面を2・3号溝状遺織の切り合い部分で設定

しなかったため、明確な切り合い関係を観察することができなかった。また、平蘭形だけから判断す

ることは闘獲である.これらのことから、 2号荷車状遺備と3'4予縁状遺傍の新1日関係(!不明である。

娠後tこi号機状遺構と3号i棒状遺憎の草野旧関係だが、切り合い関係がなく.遺構に伴った遺物の出土

がないため新旧関係は不明である.

以上のことから、 I号i揖状遭情司2号i葺状遺構という新|日関係は判明したが、 3号情状遺併の1・2号

機状温情との新!日関係は不明である。

盤t息地案書事

C-8-9グリ フドの平織2トレンチ、および平場8トレンチで事前調査でも存在が明らかだった整地

地衆跡が検出された。 ~地地~U事は平治8トレンチの第13砲の士にあたり、発S自作業中でもベリベリ

と仮状に殺がれるほどっき臨められていた。

平場2トレンチにおいても平場8トレンチの付近では、 同じよう な土が銭察された。また、平場北側

では、郷跡などで検出されている!日表土が篠ままされているが、比較的平坦な南側では|自我土が見られ

ない。また、各i棒状遺構ともに、南側に行くほど深さが浅くなり、立ち上がりも必角度でほぼ丞'直に

近い。つまり、 北側と南側を均ーの高さにするため、保高の低い北側には土を入れ.割属高の高い南側

I!m.!ftしたものと考えられる.また、各持軍状遺締の土層地検状況を観祭すると、相t.v:遺構が完全に漫

没してから削平が行われたと考えられる。

しかし、この箆地地察が何の目的で行われたかは明確な~えは出ていないa ま た、遺物の出土はない。

一伊-

-~-
Fig.29 平場111土壇物

.胴

平場出土遺物

平場4 トレンチ北京都覆土中より、砲骨量~~が1 点出土した。

磁器片の形状は三角形を笠し、大きさli2.6凹 x2.0団 xl.9閣

である。 Ie前の~付磁器侃の側副で、年代は時50-1670年

代生産である.愈絵の聞を槍語文で温めている.しかし、

海状遭備に伴う遺物ではない。

{嶋田 宅沓)

一号庁ー



第5節土坑

l号土坑

F-lO-Uグリッド、 C-10-11グリッドの4つの地区にまたがって検出された時期不明の土坑で

ある。 1号土抗は.:t納長4.4m、.~ 1.3mの南北に長い締円形を呈しており 、断面形は立ち上がり郵分が

緩やかで、 全体的に見るとすり鉢状になっている。線高68m付近に位援しており‘深さは最深古事で表

土から0.6601、掘り込み商からはO.38mである。

l号土坑は第7婦から織り込まれており、第3層~第6局が土坑内に堆殺した緩土である。第l層・第2

届は土坑内外に均一に堆積していることから、第2層jjt積前Iこ1号土坑一帯が削ljtされ、その後に地積

したま長土と考えられる。i号土坑の土局面100はG-10トレンチの東豊富断面、 G-11トレンチの東袋断

面及ぴ~t獲断筒、 F-11 トレンチの~t!藍断面で観察を行ったため、土坑の主軸とは一致していない。

出土遺物は、 l号土坑南東側土層断編ベルト内から銃弾が1点出土した (Fig.3O)。しかし、表土第Z

婦中からの出土であるため、 I号土坑に伴う遺物とは考えにくい。他には遺物の出土はない。

l号土坑1，こ伴う遺物の出土がないため、用途、 時期共に不明であるが、土坑内に堆殺していた覆土

がl号住居跡に堆積していた覆土第6・8胞に要員似していることから、古代に遡る可能性がある。

H号土坑出土遺物

l号土坑からは、表土第2層から銃弥がl点出土した。銃採は土坑南東側の地点、樹木の根に寄り添

うように、耳目を上に向けて直立した状態で出土した。薬爽は伴っていなかったので使用後と考えられ

るが、弾丸が銃身から問転しながら発射された時に生じるライフJレ痕が腐触のため確認できないζと

から確証はない。

銃猟の口後Iま8問、弥丸長は30mrnである。強頭部分は丸みを常びている。表面は鏑が遂行しており、

鎗が緑色であることから材料に鋼が使われていると考えられる。また、殉丸の底部には白色の粉状

の付着物が見受けられる。なお、弾丸については、防衛研究所図書館事務室史料専門官の柴悶武彦防

衛庁事務官に鑑定していただいた。以下、その結来を報告する。

弾丸は、腐蝕が進行していること、弾頭が丸いこと、口径が8珊であること、弾丸長が'30聞であること

から明治中頃に主に使われたf村聞こ十二年式連発銃」の禅丸である可能性が高いことがわかった。

「村回二十二年式連先鋭Jは、明治中頃にf転用と して使用され、またマタギなどの問で熊などの狩猟に

も佼われたが、後に改良されて 『三十八年式歩兵銃Jへと移 I)~わっていった銃である。

「制限二十二年式述発銑jの持丸は真鎗製で、初めて鉛を剣で被申するという方法がとられた桜丸

である。表面が緑鏑を帯びていることからも、出土した鏡獅は鋼で被申されていると考えられる。

3事丸ほおに付着していた白色の粉状のものは、暗闇でも蝉丸の軌跡がわかるようにする曳光蝉の火

薬の痕跡とも考えられたが、 「村田三十二年式進発銃Jが使j刊された時期には曳光弾は使用されてい

なかったため、曳光弥の可能性はない。

銃猟lま1号土坑の表土第2層から出土しているため、 l号土坑の使周年代を決める資料とは成。待な

い。しかし、 I号土坑から出土した遺物は銃樽1点だけであるので、その事実をここに報告しておく。

(嶋悶 案否)
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Fig.30 1号土坑および出土遺物

2号土坑
2号土坑は、 H-5グリッドより検出された時期不明の土坑である。長輪1.44m、短納l.04mの東西

に長い務円形を長しており、遺椴確認窃からの深さはO.58m、断面形は鍋底状である。本土坑の埋土

は5婦に分層したが、 3~7層に炭化物が混入している。

2号土筑の南東部には、同様の漫土をもっ不定形の土坑が切り合っているが、前後関係は不明確で

判然としない。どちらも遺物の出土lまない。
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。. ，明

町g.31 2号土筑

3号土坑

3号土坑I立、 J-9グリ ッドより検出きれた時期不明の土抗である。北から北E軍部にかけては般によ
る機乱で失われているが、処:r;:告Eより維測すると平面形は砕~~ヒに長い楕円形で断而i形l;t鍋底状である

と考えられる。鋭機は、長織が:1ft定で1.45m、銀輔がJ.J5mの南北に長い締円形で、.i!構確認面より

の深さがO.39mである.11上は、 7府に分属し、 4-7婦に炭化物と焼土が混入している。;遭物の出土
はない。 (石塚字紀}

v，tzz=~、
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7 ..a (附1J，11.い U Jtlt. "'"岨n.批 冊酬の帥
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Fig.32 3ザ式抗

その他の遺構

}-16グリ ッドより溝が験幽された。綴1.36m、深さO.4mである。この溝を掘削した際の廃土と恩わ

れる上 (基本土脳の簡を区湖北ライン9庖にあたる)が北側に盛られ、高まりを形成している。この高

まりは、斜面の上方、下)jに向かつて伸びている.そして、 問自陣も高まりに平行して走っていると恩

われる。なお、覆土中に/l¥色土層も見られず、この滑は、製期間のうちに埋め反されたと思われる。

(烏純子)
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第6節遺構外出土遺物

G -8グリッドからは、縄文土骨量片がL点出土した (No.l)。骨量商は磨耗が著しいが、外商にはLR

の縄文、内面には輪積み療が伐る。

G -7グリッドからは、 土総の七輸が出土した (No.2).側面には推定後1.6佃の穴があき、年代と

しては19世紀以降であると考えられる。

I -6グリフドからは、磁u片が4点、陶器片地句点Iil土した。i!t器li、No.4が象付債の口縁部であ
り、体節外面にli丸文が4高かれ、貫入が多く見られる。No.51ま自信事をの口縁僚である。No.7は、染付

ままのロ縁部であり、 ロ緑内際の紬剥が行われている。No.121主、染付碗片の底書官であり、外面に花文

か難文と恩、われる文様が捕かれる。陶器は、 No.6が鉢の成都であり、内衡に自痕が残り、刷IJ:f，目が施

されている可能性もある。No.81立、緑粕の陶務片であり、微熱している。

I -7グリッドからは、il1lt:i>が3点、陶器がl点と土器の七給1点が出土した。磁器はNo.9が染付仏飯

• • 

~Cラ
1 2 。
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10c;:.1'ft 

}マ 二ミ匂
5 6 
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4 

h YE7 /叩 ，~ ~ ~供2

グ桝込¥
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13 。 ..仰、

Fi移33 遺構外出'til物
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総のU縁部であり、外耐に山水のー部と思われる文織が見られ.全体に貧入が見られる。NO.IOは育

館の破片であり、内外阪に背飽和が施されるが、絡しい飾Iil:については不明である。No.l3は染付椀

の底部であり、高台に2本、向台付般にpド、器腰部に回線が入る。 陶器は、No.IJが線利の陶器片の

ロ縁部であり、内面全体と外面白縁靖部、文様に級制が朋いられている。No.3は七輸の脚郎と考えら

れ、接地面から斜めに切込が入る.

I -12グリ フドからは、Jt!1サの釜が出土した (No.l4).外面体oの文様は手書きで.され、内面白
縁際に2本の回線が返る.

磁器の産地は、 No.l4が瀬戸か美浪の製品である以外は、ほとんどが肥前の製品である.

(j阿野 JI.文)

Tab.5 遺稿外出土遺物繊雪量Ji.
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第5章 自然科学分析

~lfj~ 手形山南遺跡出土土器胎土分析

X線副vr:式験及び化学分析試験
l 実験条件

1-1 試料

分析に供したZ主将は第1表飴土性状表に示す通りである。

(株}第四紀地質研究所井上 級

X章構図折斌験に供する遺物試料は決浄し、乾燥したのちに、メノウ乳鉢にて粉砕し、書骨末:t科とし

て実験に供した。

化学分折は土器をダイヤモンドカッヲーで小片に切断し‘袋面をil浄1...乾燥後、 2式斜表面をコー

ティングしないで‘直媛電子iJllI鍵の鍵街内に締入1...分析した。

1-2 xa嗣術試験
土t量B古土に含まれる鈷土鉱物及ぴ逢岩鉱物の[u])主I;tXI¥個折試験によった。測定には日本竜チ製j

DX-叙沼OX線医|折装置を用い、次の実験条fI'・で実験した。

Targel: Cu. Filter: Ni. Voltage: 4OkV. Currcnt 301羽A.ステップ角度 ;0.02' 

計数時間 ;0.5秒。

1-3 化学分析

元素分析は日本電子製53∞LV!i!電子顕徹鈍に2∞11盟エネルギ一分散型蛍光X線分析波慨をセット

し、実験条件l;t加迷iIt庇;15kV.分析法:スプリント法、分析倍率;200倍、分析11効時間:100秒、

分続指定元素10元素で行った。

2 X線問折試験結果の取扱い

実験結集は第I表飴土佐状表に示す通りである.

第l事Eお側にはX線回折試験に基づく粘土鉱物])tぴ遺岩鉱物の組織が示してあり、左側には.各胎

tに対する分類を行った結集を示している。

X線@:ffi試験結集に基づく事"0土鉱物及びi立場鉱物の各々に記事Eされる数字はチャートの中に税れる

各鉱物に特有のピークの強度を記事置したものである。

2曲叶l 組成分剣

1ο) Mont 

F第再l闘に示すように三角ダイヤグラムを1-1悶3に分-割陣し、{立種分鎮を各胎土について行い、各.!Ii:1:の

ro:債を数字で表した。

Monl‘Mica、Ubの三成分の合まれない胎土は:e寝不能として141こいれ、gJJに検討した.三角ダイ

ヤグラムはそンモリロナイト (Mont)、~Ilt綴 (Mica)、角閃石 (Hb) のXJ車問折試験におけるチキ

ートのピーク強度をパーセント (%)で表示する.

モンモリロナイトはMonνMont+Mica+Hb'l∞でパーセントとして求め、同様にMica.Hbも計算し、

三角ダイヤグラムに記載する。
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三角ダイヤグラム内の1-41:iMont.Mica.Hbの3成分を合み、各辺は2成分、各頂点は1成分よりなっ
ていることを表している。

位償分類についての基本原日IJは第1閣に示すi晶りである。

2) Mont-Ch. Mica.Hb変形ダイヤグラム

銑2閣に示すように愛形ダイヤグラムを1-191ニ区分し、位償分類を数字で記事Eした.記事E不能は鈎
として.8IJIこ検討した。

モンモリロナイト (MoOl) 、~母書画 (Mica)、角閃有 (Hb) 、緑泥石 (Ch) の肉、

a) 3成分以上含まれない、b)Mont.Cbの2成分が含まれない、

c) Mica. Hbの2成分が含まれない.の3例がある。

変形ダイヤグラムはMont・Ch.Mica.Hbの組合せを表示するものである。Mont-Ch.Mica.Hbのそれ
ぞれのX線画折試験のチャートの強度を各々の組合せ侮にパーセントで表すもので、 例えI!、

MonνMom+Ch・1∞と計算し.Mica.Hb.Cbも各々問機に計算し、記事Eする。
変形ダイヤグラム内にある1-7はMont.Mica Hb. Chの41K分を含み、 各辺はMont.Mi回.Hb. Chの

うち3成分、各頂点は2Jt分を'"んでいることを示す.

位慣分類についての基本原則は第2図に示すとおりである。

3)化学分析結果の取引が、

化学分析結"*は般化物として、ノーマル法 (10元紫全体で100%になる)で制・型車し、化学分析表を

作成した。化学分紙袋に基づいてSi血 -AhO，監|、re.O，-MgO図、ゐO-CaO闘の各凶を作成した。

これらの図をもとに、ニtr.;mを元3障の蘭から分鎖した.
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3 X線回折試験結果

3-1 ，イプ分額

第l ;夜船上位状表には手形山南遺務、谷地 n~融跡、手形山 (l) ・ (2)窯跡、合駿廻書棋倒'.竹.8;1~勝

より 111ょ した t~器の X線回折試験結*が記載してある。

調~3~タイプ分鎖ー覧表に示すように七絡胎土はA- Fの6タイプに分納された。

A'イプ:HbJ成分を含み、 Mont，Mica.Chの3成分に欠ける。

Bタイプ:Mica. Hb.Chの3成分を合み、 Montの1I草分に欠ける。

Cタイプ:Hb.Chの2成分を含み、 Mont.Micaの2成分に欠ける。

Dタイプ:Mica. Chの2成分を含み.Monl. Hbの2成分にかける。

E?イプ:Mical威分を含み、 ~1onLIIb. Chの3成分にかける。

F?イプ:MonL Mica. Hb. Chの4成分にかける.高i益で焼成されているため、

鉱物はガラスに変質し.4量生分は検出きれない。

般も多いタイプliFタイプで、高温焼成された叙1M.2書が該当する。次いで、 Eタイプが多く、手形

山 (1)・(2)黛跡の須恵器と谷地目熊跡の綜銅色土協が該当する。Aタイプは竹原祭跡の土器に多い.

日とCタイプは手形山南・遺跡と谷地目黛跡の赤尚色土t告が該当する。。タイプは手形山 (2)潟跡の

須恵骨量と谷地目 1犠~の赤絹色土務である。

:)-2 石英 (Qt)ー斜長石 (Pl)の割1閃について

土骨量!出土中に含まれる砂の粘土に対する混合JtI;i紡土の材質、土器の焼成温度と大きな関わりがあ

る。よt告を創作する過程で、ある給土にある盆の砂を混合して素地土を作るということは個々の』駐日l

が持つ土2*$IJ作上の邸有の妓術であると考えられる。

自然の状態における各地の砂は闘有の石英と斜長.{jJtを有している。ζの比は後背地の地質条件に

よって各々典なってくるものであり、奮い倹えれば、各地の砂はおのおの悶.ftの.63座と鋳長石比を有

していると官える.

第3図は手形山南遺跡、谷地n~韓跡、手形111 (l)・(2)黛跡、古減量自繁跡、竹原繁勝より111土した

土29を記事Eした第3凶Qt-Pl図 (総合図)、手形1.11甫I遺跡のよ務と関連性が簿い手形山(1)・(2)黛跡

と竹原織跡を敏いた第3図Qr-Pl図(対比関)を作製した。

第31買IQI-Pl医I(総合図}に示すようにQt(病共)の強度が低い領減から高い領峨にかけて4グル

ープに分離iされた。

① Qlがω0-2倣泊、 PI地司0-200の領績には古城創賢官跡、竹願書事跡の須~総が集中し、谷地目熊跡と

手形111M遺跡の須:rIHiが混在する。

② Qtが25∞~反目的、 Plが0-150の領波には手形山(1)・(2)黛跡の須恵器が集中する.

③ Qlがおω-3誠治、 PIが:400-事∞の領綾には谷鳩目翁跡の赤鰯色土器の受と手形山市遭跡の赤尚色

上絡が共存する。

⑥ Qt約期~ω∞、 Plが1∞-4∞の領織には谷地目禽跡の赤鰯色土器の停が集中する.

.その他.竹原ー20の須恵告書のf!liPl(斜長布)の強度が高く異質である。手形山m-7の亦褐
色土絡はQtとPIの強度が蒔く異質である。

書~3凶Qt-PI医1(対比国)に示すように乎形I.1ntJi量制トの叙F忠告書は古城廻窯跡の須恕絡と瓦の領l!lに

ー喧4-



ある。 手形山南遺跡の赤骨量色土器は谷地 E察跡の亦縄色t2~の賓の領域にある。

4 化学分析結果
自作2表化学分析表には手形山繭遺跡、谷地E然跡、 手形IIJ(J)・ (2)祭跡、占峻組織跡、竹原窯跡

より111土した土器の蛍光X5分締結呆が記事tしてある.
分締結果に基づいて如郎iO!-ALO週 、第5箇Fe.O>ーかtgO図、 第6図ゐo-Cao凶を作底した。各
閣については、さらに (総合側}と(対比図)を作製した.

4 -1 SiOz-AbOsの割It聞について

第4図SiO，-1¥120，図{総合関)に示すように土織はお0，が低い領減から高い領域に4グループに分
野iされた。

① :SiOきが52-邸%、 A1O，が23-35%の領域には手形山 ( 1) ・ (2) 黛跡の須!M.f~が集中する。

②:SiOきがお-63%、AIaO，が20-30%の領域には谷地E織跡の赤褐色土器が集中し、手形山南遺跡

の赤褐色土器が共存する.

③: SiOdl<62-72%、 AIρ，が18-25%の領績には古織勉~跡の須1!器と瓦.谷地 E 黛跡の須恵器と

瓦、竹原祭跡の須1M.~が集中し、手形山南遭跡のøtm~が共存する。

③: SiO，がη-76%、AI，O，が13-20%の領域には竹原然跡の8世紀中期の須怒号需が集中する。

tg41栄ISio，-AI.o，凶(対比陶)に示すようlふ手形111(1)・(2)窯跡の須恵封書の智i級には手形山南
追跡の須怒号告は存在しない。乎形tLl尚遺跡の~Jtilf.2替は古械廻然跡と谷地 日終跡のm応.総と同じ領域に

ある.手形山南遺跡の赤尚色上総は谷地H窯跡の赤'K!色土器の領綾に共存する。

4-2 F世Os-MgOの側聞について
<'n5図Fe，O，-MgOti型(総合図)に示すように、 3グループに細分される。

① : Fe，O，が2-7%、 MgO的1.5- 1.4%の鎖機にI;t竹紙黛跡の須J窓~が集中する.

②: Fe，o.が7-9%、 MgOが0.3-1.3%の領織には，J;械.tJ~跡の須恵器と瓦、谷地 D~跡の須恵器、

手形山()) ・ (2) 熊跡のjJ(l!I絡が共有し、 手形 IJITUI跡のI.l'Ul\~が混在する。

③: Fe，o，が3-12%.MgOが0-0.7%の領綾には谷地U!明跡の旅褐色土器の停が集中し、手形山1輔遺

跡の赤褐色土2告が泌をする。

第5図Fe.O>-MgO国 (対比陶} に示すように、 Í'形山繭遺跡の須恵器は古銭II~韓民事の須YM.君事と瓦

の領峻に共存する.手形山南ー1と2の須m:t書の停はMgOがI.O"A>以上と蒔く.手形山Itl'-3と4の須恵

告書の実はMgOが0.4-0.6%と111:<、巧:と愛では組成がいくぶん奨なる。手形山南遺跡の赤褐色土俸は

待地目黛監事の赤鰯色土iliiのうち郎の領J車で共存し、 Qt-PIの傾向とは爽なる。

谷地 H黛跡の須恵おli首級廻熊跡の須Y[{~~と瓦と谷地日総跡の赤褐色土器の中間領域にあり、異質

である。

4-3 K，O - CaOの~UIlUについて

第6図KzO-CaO鴎 {総合図)に示すようにぬOが低い領威から高い領域にかけて3グループに分類

される.。:K.oが1.0-2.5%、Cao地勺2-0.7%の領域に11竹縦割IU事の!lt怠器が集中する。この領岐には谷地
E書官跡の赤侮色土骨量のI!が浪夜する。

-i弘子ー
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第2節手形山南遺跡の炭化物分析
(株)パリノ・サーヴェイ

はじめに

秋田市に所在する手形山潟遺跡では、平安時代と される住居ー跡などの遺機が検出され、それに伴う

土器などの遺物が出土している。本報告では、発自臨調資により検出された近代の可能性もあると考え

られている時期不明の婦とされる遺織とカマドを伴い須~f，f.赤褐色土器の杯、が尚土した平安時代と

されている伎底跡に関する年代資料を得ることを目的として、それぞれの遺機から出土した炭化材の

紋射性炭素年代i燭定を行う。 また、年代測定の際の資料として、各~化材の樹穫の開定も行う 。 さら

に、本報告の対象とされた住居跡より出土した赤褐色土怨停について、その内編に黒色の付着物が認

められたことから、 この付着物の物質の特定を行い、土器の用途に関わる資料を作成する。

l 試料

試料は、 手形山~遺跡より出土した炭化材3点(試料番号1-3) と赤褐色土器杯I点(試科番号4)

である。これらのうち、試J科番号11立時期不明の婦J!Mi't土より出土し、1式料帯分2、3は平安時代とさ

れる住居湖、のカマドより出土したものである。また、試料昏号制立、試料番号2およひ3と伺 F の住届

跡地、ら出土したものである。試斜搭号4のt不の内面には、際色を皇した付着物が認められた。

2 分析方法

(1)放射性炭素年代測定

3点の試料のうち、試将3番号1と3の2点について紋射性炭素年代測定を行った。微少虫である試科番

号11主力lIi車総 (AMS)による測定を行い、比較的震の多い斌科榛号3は液体シンチレーション法によ

るi制定を行った。AMSによる測定は、 (株)地球科学の協力により行い、液体シンチレーション法

による測定は当社にて行った。以下に、当社における液体シンチレ四ション法による試料の処理過程

を示す。

1)前処理

絞などは、ピンセットで取り除き、乾燥、粉砕をした後、水に入れて浮上してきたものを除去した。

次に底織を加え、煮沸した。煮沸後、寝殿を水で充分洗い流した後、乾燥して蒸し焼き (熊厳禁状態

で400'tに加熱)にした。蒸し燐きにした試料は純酸素中で燃焼させて二酸化炭素と し、アンモニ7

水に捕集した。これに窓化カルンウムを反応させ、純粋な炭酸カルシウムを悶収した。

2)測定試料の調製

前処理で縛られた炭酸カルシウムから真空状態で二酸化炭素、アセチレン、ベンゼンの順に合成し

た。経終的に得られた合成ベンゼン5mi.(足りない場合は、市販の特級ベンゼンを足して5mi.とした)

にシンチレイターを0.075g力11えたものを測定試料とした。

3) i限定

測定l立、 1回のi限定時間50分間を繰り返し行った。朱知l試料の他l午、値が知られているスタンダー

ド試科と自然計数を測定するプランク試料をF 絡に測定した。
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4)計算

政射性炭紫の半減抑jとしてLIBBYの半減期5.570停を健mした。
(2)樹種伺定

3点の試科について、水口(横断面}・鉦臼(紘射断而}・4証目 {袋線断面}の3断耐の網断面を作製

l... 実体顕復策および定f量破電子顕微鏡をmいて~材組織を観察 し、 その特自置から纏頒を同定する。

(3)赤外分光分析

ここでは付着物の特定に赤外線吸収スベヲトル分析 {彬外分光分続}を実施Lた.赤外分光分析は.

物質の多議結合や官飽~の帰途がわかるため、有機化合物の大まかな性状を簡易的に綱貸できる愈適

な方法である。また、あらかじめ試斜物質が予知できるとき、線機試料などI!t知のスペタトルと比較

して未知物質の制定および硝uができる (山倒.J986).処.PP.過綬を以下に述べる.
よ君事に付着守した黒色物質を削り取り、 l05tで2時開花煉させた後.メノウ乳鉢で百世紛除 (2∞メッ

シュ以下}し、これを以ドの条件で測定した.

袋鑑.鳥浄製作所製FTIR-81∞A

測光歯車 (:lile描 uringmodc) : '1bT 

分解能 (Re却 lu[;on): 4，恥m-'

積算個数 (No.of Scan) : 40副

ゲイン (Gain) : 1:1動

ミラー速度 (DCICC凶r) : 2.8""/sec 

アポダイズ関数 (A回d;同 tion) : Happ-gen.zel 

測定範聞:46OO-400a0 

測定方法:KBrミクロ錠剤法

3 結果

( 1)欣射性炭素年代測定

各試科の年代田1)完結燥を波Iに示す。婦から出土した炭化材1118世紀末頃、カマ ドかち/1I土した炭

化材i孟9世紀頃の年代を示す。

~I 敏射性民事年代測定制畢

試終
試斜の質 樹種 れに {払}

阿佐体崎正
測定番号

書骨 年代 BP

炭化材 マツ網慣縦約東亜細 擁 I!附"40 -2ι6 iω叫 O Beta-山路ω

z 炭化材 プナ属 住居跡カマド - -
3 炭化材 ハンノキ輔ヤシャプγ孤島 住居跡カマド 1110.0120 - . l'AL.787 
(1)年代鈍:1.950年を必点とした幽.
(2) 鼠JE: 篠準偏~ (ONE S1GMA)に相当する年代
(3) 613C : i主将炭車両13C.12C厳子比を質量分街醤で濁定L.傾蛾にPDBを飼いて向織に曹酬した偵.

(4) Bela: (緯F植草書持管企通じて'*旬ベータ祉で自固定.PAL:パリノ・ザーヴェイ株式会枕で調定.
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(2) 樹積向~

樹種同定結来を表1に示す。炭化材は、針葉樹I綾瀬 (，:/属桜緩管来1¥属)とF事業広葉樹2種類

(ハンノキ属ヤシャプシ直属 ・ブナ腐}に同定された。各種類の主な解剖学的特徴を以下に記す。

・マツ属線維管来獲腐 (Pinussubgen. Diploxylon) マツ科

仮道管の早材育Eから晩材部への移行は急~やや緩やかで、晩材部の舗は広い。垂直樹脂道および水

平樹脂道が認められる。 分野鎮守LIま~~犬となり、JD(射仮道管内量産には顕著な鋸筒状の突出が認められ

る。放射組織は単列、 1-15細胞向。

ハンノキ属ヤシャプシ逝属 (Alnussubgen. Alnaster sp.) カバノキ科

散孔材で、道管は.lj1..:独もしくは2-制蹟が敏射方向に緩合して散在する。道管の分布密度は比較的高

い。道管は階段害事Jしを有し、援孔は対列状に配列する。放射組織は向性、 I慎列、 1-30細胞高。

・プナ腐 (Fagus) プナ務

散孔材で、管孔は単独または放射方向に2-3慣が線合して散在し、年鎗w.付近で後を減ずる。道管

の分布管度Iま高い。道管は111穿孔およぴ階段若手孔を有し、鐙孔は井HIJ状~階段状に配列する。放射組

織は同性~異性田辺、単列.数細胞腐のものから複合放射組織まである。

(3)赤外分光分析

赤外線吸収スベクトルを図1に示した。主な吸収術は3420、2930、2総O、1710、1620叩ー'の強い吸

収帯および1460、1お0、1お0、1180、1080、1030、910、780、530、470叩-，の吸収衛である。各吸収

滑から推定される官能基は次のとおりである。3420叩叶付近の強い吸収帯は水分子 (H-OH)の吸

収振動および俊アミ ドあるいはアミンのN-H伸縮費量動、2930叩叫す近の強い吸収衛はメチレン基の

C-H伸縮振動、 2860cm-，付近の強い吸収帝はメチル基およびメチレン基のC-H伸縮振動、
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17lOcm叶付近の強い吸収都は脂肪篠または芳喬族に由JIをするC=o伸縮振動、 1620伺寸付近の強い吸
収怖は脂肪族または芳守線にrJl来するCQC仰紛4騒動またはC=o伸縮4躍動と予延lされる。また、
1 460cm - '付近の吸収;r，~は C - H対称変角緩動、 1380cm・'付近の吸収帯はCH3越の対休~角豊臣動、

1250cm '付近の吸収幣liC-0 -C伸縮振動あるいはaC-O-C=逆対称変角桜動、11鈴cm.t付近
の吸収慨はC-O伸縮祖母動、 lωOan-'付近の吸収帯liC-0 -C伸縮振動およびC-H蘭内変角緩動、
附混同ー色付近の吸収帯liC-H面内変角援動、 910、78(回-，付近の吸収管はC-HIti外事E角援動と推
定される。 なお.ζれら以外の弱い吸収帝はよ記の強い吸収僚に帰属する官能~に由来する吸収によ

るものと考えられる。

4.考察
(1) Jfi'織の年代について

政射性炭素年代は、ぷ示されている誤差の他tこも測定万法自体に起因する測定値のパラツキや、測

定の前提条件である大気中の14Cの濃度が過去においてー定ではなかったことなどから.年績などか
ら測定されたいわゆる婚年代とはー致しないことは周知のこととされている。a射性炭素年代と暦年
ft~のずれは、古くなるほど大きくなることがいく つかの分析例で幽されているが、例えば11千年前

では日泊~創貰}年ほど肱射性皮.<<年代の方が繁い傾向を示すといわれている(中村.2∞0)。ただし、
東村(1990)にある年輸年代と欣射性炭業年代とのデータおよび中村 (2000)に倒織されている

5ll1i時 rand Reimerの較正曲線などをみると.約2【削年前以降は、 放射性炭3百年代の方が最大でl∞
年程度古〈出る傾向が包められる。さらに中村 (2似)())には、 AD1955-AD1551年までの期間につ
いてl年輪ごとの披射性炭素年代測定が行われた給巣が縄織されているが.これによれば、今回測定

された試斜番号Iの年代である160BP頃は、 AD16'筑}年頃からAD1920年頃までの広い申車問に対応す
ると読むことができる.

また‘放射性炭素年代測定の試科が木材の場合は、年代を3干価する際に樹般の問題も..tlt¥しなけれ
ばならない。 これは、例え IJ:'樹齢数百年などという.fijでは、その側主;昔F>の紋射性I~司~jj'.代 1;1:、その樹

木が紡れ死あるいは伐採された年代よりも数百年古い依となる。しかし、今回の飢将は、いずれも樹

船数百年などという材の~IJml;l:あまり考えられない樹鍾であることから、 4同船の問題は考慮しなくて

も良い。

したがって、今回測定された試料番号Iと試斜番サ3の年代としては、それぞれ18世紀-19世紀頃、
9世紀-10世紀頃という舗で捉えることができると考える.ここで、試科番号31;1:、出土状況からカマ
ドの燃料材と考えられるから、その年代はカマドが使川されていた年代に非常に近いと考えられる。

したがって、その住J伊肘F吊}跡の4年1ドi代も9倣紀-10似t量紀頃である可飽性がi高喝bい、、。この主年F
する発織剖査所凡とよ(-致する。一方、織の年代については、ま史料番号1が発畑測査所見により婦

との関連性が高いものと判断されていれば、 o(て江戸時代後期、最も新しい年代の可能性としては
明治時代まで入るといえる。この年代観も、近代の可骨量性があるとされた発鋪縄査所見と矛盾すると

ころはない。
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(2)土絡の付着物について

パリノ・サーヴェイ (株)では試料の出所が既知の物質について、問-iI!1ii!条件でが外線吸収スベ

クトルを測定した例がいくつかあるが(未公表).遺跡で検出される熱色物質の代波としてi事、天然

アス7アルト、伝粉、動織物i曲、炭化物などが調査倒としてあげられる。これらは、いずれも悶宥の

赤外線吸収スベクトルの吸収帯があり、 漆で(:13480、2930、1710、1610、1440四円、天然7ス77Jレ

トでは袋閥、 I仮師、 14ω、 1 38OcIl -'と指肪族鎗和炭化..icヨEに帰属する吸収寄に特僚がある。 また、~

!Ii(;t 171肱 m'、動織物油は1740mヘ炭化物は1140-1附化νに特徴ある吸収備がある。

今1叫の織色物質のスベPト1レパターンは信長のスベクトルパターンに鎮似しているが、低波長側の吸

収に漆とは異なる特徴が見られること、さらに質感が漆とはSもなることも指摘できる。また、耳完治、

松脂なども今回の試料と剣似するスベクトルパターンをf，jlつものとして犠げられる。

したがって、今回の奴色物質は布機物であることは縫災であるが、現時点では物質4告を特定するこ

とはできない。今後はこれら赤外線吸収スベクトルの特僚と他の有機化合物構造解桁手・法をあわせて

検討する悲嘆がある.

引l刊文献

)j(村武信(1使抑)考古学と物理化学.212p"学生社.

中村俊夫ぼ削)14 C年代から謄年代への較正.日本先立:時代の14C年代.p2140. B本第四紀学会.

山悶富貴チ(1986)本外線吸収スペクトル法.緩器分析のてぴき第I象.p.I-18.化学同人.
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第6章考察

第ltt官 1号住居跡・出土遺物について

今匝|の手形山樹遺跡における発娼調査の結呆.いくつかのjft織が検尚された.lf! I舗では倹出され

た遺構のうち竪穴住居跡と、重量穴住居硲より出土した遺物を取り上げ、住居の情ltl・1屯絡・出土遺物
のii地や時期についてcJtffを加えてみたい。

l号住居跡について

I号住居跡は遺跡より検出された唯一の野穴住h~J跡であり、西側緩斜面のヤヤ平地となっている場

所に位置2する。遺備は淑何約3m. ïfi~t4m前後のI制~tに長い隅丸長方形を笠する。 秋田緩やJ謁辺の竪

穴住総の規模と しては、小滋もしくは標準に近いものだとおえる。

I号住居跡地、らは竃・炉鯵・H穴が検出されているが、初めにtl穴について言及してみたい。報告
にもあるように1号i主婦跡の佼穴は、床面中央付近に袋舗033m・短輪031m・2草書O.l9mいう規僚で
検出された。非常に浅く、当初1%柱穴かどうかも疑問であったが煙土の状態などから床耐に楓られた

ことは確かであり、住火も しくは何らかの織能をイsーする小土坑であろう。

床而からは{也に牧，¥:は験IUされておらず、 ift!韓外にもそれらしきものは検出きれなかった。 秋閉l県
内や周辺地法にI主眼穴住帰糊が多く.f?在しているが、 H穴の配置や竃の精道などにも機々な形態が認
められる (主主1)。住居遺憎内に縫穴が無いものもー般的に見られる形である。

今画検出された床面中央の柱穴は康被の機途上どのような役"を泉たしていたか不明だが.手形山

市遺蜂におけるI号住民・勝也絢辺勉緩と類似する、雀地系のっくりを持つ住帰であった可能性がある

(註2)。

床耐中央付近の柱火と|則わる施設に、柱穴より北に0.23mの場所に験出された炉跡がある。炉跡は

床蘭が長軸0.4m'~霊紬0.38rn . 1'7-さ約0.0201の範側で焼:t化しているが、淡士上婦にはl疋が機械して

いない。

また住穴と非常に近接していることも特徴であり、住穴と炉跡が同時期に俊能していたとすれば住

訴の保安土、火災などの危険があるよう仁思える.柱穴ではないとすると、位償問4長からtp跡に付属
する何らかの施設という可能性も指嫡できる。

竃についての特徴は、 1量符文にもあるように煩遺書Eは事~0.9m を測る。 これに対し、秩悶媛跡外郭

外胤辺より検出される住h奇跡では母車道筋は0.5-J .31l1 11~後となる。 手形山南道跡における 11予住居跡の

煉道部は、秋田線周辺より検IHされる伎居跡と比般しても棟準、もしくは若干長い綿傾に属すると言
えるだろう。

lU土遺物について

手形山南遺跡地、らはi号住帰跡を中心に遺物が出土しており、土器が中心となっている.出土遺物

の生産縫については給土分析の紡来、須恵器については古緩廻黛跡で焼かれたものである可儀性が高

い。赤褐色土器については谷地H遺跡の可能性が高いという結集が出ている(従3)。
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これに従って小~jE夫氏のR埋ま史編年表(鐙4) に照合したところ.須態苦告については91世紀第3四半

閥、赤鰯色士宮5については9世紀第3悶半期ないし第4 114半期、よ師器については9世紀宮~3凶半期が遺

物の年代となる。

I号住居跡の出土遺物の特徴に、一事干の住居・跡から須)~{~が何点も出土していることが接げられる。

1-1}住尉を在地の流れを汲む往信とするのなら、秋田織と\!;~な関係のあった織で生蔵した須)!:~iが、

ー事干のみ山間llIIに存在するftll{で何点も出土していることに奇異な感じを受ける。

g{!(eのうち停l個体制。.3)には底部内面に転用裂として使mされた痕跡があり、.;¥<褐色土eの
停11国体 (No.6)には下l続不能だが鑓曾文字が見られる。

また、住居南西の鱗からは大~の砥石が出土しており、紙石には数箇所に錫が付着している。 1号

住J~'ーには鍛冶炉や鉄製品など. ..r.Jfi跡を示す資料は検出されていないが、何らかの欽製品が使用され

ていたことは間違いないものと思われる。

『刀撃の吏」とも言うように.転用目見、墨書土務、iI:石に付着した錆からは当時の'uJl!や何らかの

作業に従事する議字層ヲラスの人物が想起きれ、 『官Jと何らかのつながりがあったという可能性が

指摘できる。

次に漬物のf.H重構成について迩べてみたい。須恵2号、赤尚色上器、土商事器を合わせた杯の個体数は

怖が26個体、完形のものはないが須恵器の受片がI個体、持主尚色士号普の小型!I!が2側体、上附;総の鉢が

l例体となっている。fl1土した遺物の倒体数を見ると、供腕J主である杯が26個体も出土しているのに

対し、煮炊き具である受は赤側色よ器の小~I!かtj't'Y~の俄片しか出土していない。 似などは出ょし

て必らず、会体を通して供服共のみが目立つという特徴を十寄っている。

まとめ

以上、 1号住居跡の特徴についてまとめてみると、 ①在地系の機遣を持つ住騎であった、 ② f'i1J 

とのつながりを持っていた、という2点が主なものになる。

①の点については上記した鰭鰭道部の長さと、 t1;穴の検問状況から想定したl盈械の憎illから考えら

れる。②の点についてはm恐絡を所有していたことと、転m班、/1舎土器などが示す織ネ飽クラスの
得税がaえることから考えられる。また、元康2(878)年に包こった元自置の首Lの際に.秋開域側につ
いて使った f添川j の地が~tに約2baの地点にあるということも {議5) 、手形山一帯が f官J とつな

がりがあったことと関わるかもしれない。

これらの戸.を踏まえてI• .H主肘織の居住者の生業について考えると、文字を用いていたことと鉄製

品を使用していたことなどから、何らかの役載を持つ人物が悠像できるが、 Lll間部にl軒だけの住居

では考えにくい。

ただし、遺跡と隣接する取手形山配水池一帯に、 11}住@跡以外にも住居が存:{l:していた可能性も

あるので確定はできない。むしろ山間部に}軒のみで存夜するという方が不自然であることから、現

配水池一子宮に他にも住居・がイf在し、集落もしくはそれに近い集団生活の場を形成していた可能性もあ

るものと思われる。その渇合li、O:悶線路においても指摘されている竪穴住居に騎住.もし<Ii竪穴

住総を作業場とする議字Alクラス集団の存在も考えられるだろう。

生業と関わると恩われることに、手形山台地を合む秋開岐点側丘陵一帯に散在する生広遺跡群が挙
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げられる。

もっとも近援するのは手形山織緋であるが、 8世紀を中心とする手形山知跡の機業時期(註6)と、
l号住居館の年代にはずれがある。 胎上分析では、Ifi住帰跡より出土した須恵~Ii古減趨窯跡、持，~陣

色土器は谷雄E遺跡をK泡とする可能性がおいという結嫌が出た.
赤褐色土器のfi地として挙がった谷地H遺跡I主、秋田減勝を飽む生~遺跡lIl\のeやでも、秋目減東側

丘陵とは線れた、新総)IJ中流波丘|凌の新成君臨跡苦手内に位f!'tする(設7)。ただ、fXm成東側丘陵ー滑に
は他にも古城組黛跡などの生緩遺跡が多数存在していることから、 E韮字府クラスが関係する伎居と生

産遺跡鮮につながりがあったという可能性は高いものと考えられる。

(安生業明)

註1 r滅常平遺跡発嬉調査報告書J(1978 青森県教育袋員会}における三浦主介氏の f4.竪穴住
E奇跡について {柱穴の配置)Jおよび 『秋悶考古学J38号(1984 秋岡牢向学筒会)における正高
橋学氏の f(R良 ・平安時代の畷穴住燈復原ーカマドの矧裂化作業を過してー」を参照した。

議2 r占代鍛災の世界と交流 古代主僚と交流IJ (1996 名誉出版)における小鈴正夫氏の f元礎
の乱期における出羽屈の鍛必社会Jp.304-305を参燃した。

経3 胎土分析は(株)第四紀地質研究所井上厳氏に依鰍した.

主主4 小.~正夫 r~匹 18臨 古代滅柵ffP町還跡検討会資斜J(1領主2)による。
設5 r秋田市史a聖書l 古竣廻黙跡発鍋調査報告J(1997 秋朗市)のp.3Jm品川j地名と古総理iil!!l
についてJを怠照した。

設6 ri止大51!ザ:J(1985 秋大史学会)における船木義勝氏、お見詰忠夫氏の ffXlII燥の草{r2.器および
須in器織の編年jおよび『手形山総跡J(1975 t止国考古学協会)を参院1した。

主主7 rt史館，市学j第46号(1998 f*悶考古学協会) における伊11武士氏の 『欽闘緩勝周辺須~.~
黛の動向についてjを参照した.
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第2節織跡・堀切・ i待状遺織の性格について

tf!2鋪1では、 遺構の時期 ・用途などが明確に判別できるiQ物の出土がほとんどなく、制1f'I'、n遣の
:ìI~再」として調査参加者・の狐苦悩ませることとなった胤跡・掘切・溝状遺織について、時間'1 . Jll途等

Jt({してみたい。

糊跡について

(J)形態と用途

iif細は報告文 (第4章第3nmに決るが、3oな特徴と しては、
①斜面の低い方にニU:W;の銚ょをしている。

②l必邸は緒形をしている。

③婦の内側に等間隔に方形の張り出しがある。

G活路り出しと張。出しの中間組点に土坑がある箇所がある。

などが挙げられる。

濠物としては、覆t'l'からナイ 7 (No.5・明治期以降) ・命線 {No.4・明治則以降) ・上坑内から

木製の板 (Ko.7・8) ・俗世5片 (No.2・近世以降)がI.LI+.している。舷務庁は土杭;成Ihil'江上から陶土

しており、土坑は少なくとも近iIt以降であると考えられる。

指跡が取り凶む平場には住居跡などは存:(fせず、防御t生線終に伴う織ではない。また、中世城餓に

11等間隔の張りtllし部を持つ形状の掘は検出例がなく.中世城館に伴う場でもない.-IIt跡は、形状・

幽土遺物等などから近代のI!lJであると考えられる。

当時の軍事教練本のii釈脊 (註1)をみると、 『抱機敏兵峰Jが幽てくる。通常の散S毛織は通称「た
‘， . 

こっIfJと呼ばれ、指号あげた土を盛り (腕嶋}、胸織にtトf理喜朗の段{瞥慶)を役けるだけであるが、
1トモ)"，.， 

州機散兵援は、徴兵撮に移動mの織を設け、 1車内に立射月iの段{路線)を設ける事に特色がある
(Fig.34)。綴跡の断耐をみると、火線織にあたる繊跡・ 区I明2-1トレンチや問4-1トレンチの土厳断

面では、 踏喋と息われるE立を省し、同1-1卜レンチの土府断面では、情感と思われる段を有してい

る.断編形からは聖IU量と判断できる。遺構と教練本とでは大さきが異なる部俊があるが、「教範ノ示

ス所ハ唯Ä小緩ノ法準ヲ~71レモノナルニ注意スヘシJ (詮2)とあり、何ら問題とならない。

さらに、重濠の作り方として、帽射や斜射を紡ぎ、 ・IU車内で破裂した砲事事の威力を落とすため、lI[
f?，:;・9

織内には横泊を設ける事が明記されている (Fig.35)。 績摘の高さは胸槍より高〈は作:らず、長さは

織の全編を閑君臨し、 1事きは火線古都で1m と している。 繊鳩を~ける間隔は.散兵が12人の場合、火線

長が9mで、績向島都の1mと合わせて10mとなる。績峨周辺の交通には迂悶路を設けて、その底艇は

0.5 01 としている。 嫡跡では、 剖l り/Hしが臓の会仰を附轡 しており、~り出しは機鳩である。 平副形

からも鑑療である。断面形同級、.ilI稗の績t書の厚きや間隔など教練本とは大きさが沢、なるftsf:立がある

が、前述の通IJ大きさの違いは問題とならない。形状から、剣勝は隻緩である.指E事が司E壊であるな

らI!、指務内の土坑11俺蔽l1liであると考えられる.俺磁餓と11.いわゆる待選所である (Fig.36).

土坑内から出土した本の仮11俺盗 (屋敏}に使用された.!iの残作であろう。

なお.Fig.37のlの場所に、後面観聖書で.!(ii跡と関線の遺4揮を確認することができる。
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(2)近代It滋畿の背骨世

職務、秩闘には第八舗聞に属する第E 七連隊 {滋3)がIt屯しており、手形には練兵織があった
(ill:4)。 昭和5(1930)年、地元でお生まれになった金武男氏に載前の手形山の状況に関する聞き込み

調査を行ったところ (縫5)、遺跡近辺には防空緩やi自智Jsの蝦織などが存在したよ うである (Fig.37)。

Fill.37の2の場所には鑑峨があった。 子供述はトーチカと呼んでいたが、無量抵であり、通常の襲織

である。長さは数十mで、織跡とは異なりt車線的であった。第一七速隊はこの!11臓を使い、演宵を行

っていた。演習時、 子供i!は近くで見ていたそうである.当時の子供達にとっては、括質宵を行う 「兵

隊さんJはあこがれの約であっただろう。それだけ液智の:i!也1;1;鮮明なのではないだろうか。演習時
以外は自由に立ち入ることができた。ただし、金氏のおfliによると、遺跡範邸内に領績はないとのこ
とである。

Fig.37の3の場所には防22織があり、昭和19(1944)年から伺20(1945)年8月の敗戦時にかけて婦

られていた。現夜、跡地17簡所Iitl認できる。

また、手形山総跡がめる助i荷には戦時中、実弾』財務用の的があり、時々小銃弾が扮うことができる

(註ω。手形山では各所で演習習が行われていたのである.
金氏が言己管している手形111の蜜療は、場跡とは局所・形状も異なる。ただ、金氏がお生まれiこなる

前から軍事教練は行われていたであろうし、破棄された噌織もあったであろうから、氏が記飽きれて

いる渇所以外にも!i.tAがあっても何らおかしくはない.やはり、 「場跡=話題智mの蟹綾jと考えられ
る。平場には携は硲2草されたが、m造物があったことを示す痕跡は確認できなかった。しかし、演習
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繍 !州川遺跡

1編勝と同形態的遺朝時

3 防~J.Il跡

金氏が記憶してお
2られる蟹糠 {現配
本池}

事事側述遺構

遺跡刷辺の3船1~関連温情と『勝地臨書量j 対比地開

{秋開市役所発行1:3はゆ 「秋田19J(脳前138:$描IJ図)を加l継・修正して トレース)
Fig.37 
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矧であるならば、線制:によって守る・foIか・が存在しなくても問題とならない。

Fig.38 

細切について

漏切の詳細は報告文 (費Y4~津第拘置) に簸るとして、 主な特徴だけをあげると、

①I塁線と直行する形で作られている。

②底部は箱形をしている.

③切り合い関係から猫跡よ りも古い怠惰である。

などがあげられる。jR物は山士しなかった。
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(1) 場~J1)鋭

1)中世械館

形状から、 用途としては細切り(設のあるいは切り通しなどが考えられる。 月I~を郷切りである

と仮定すると、中世の械釘{に伴う期切りであると考えられる。平場は指切りによって/.6織から敏立し

ている曲輸となり‘ ー見すると中世減鎮の形を取っている.また、現在手形1111l!水池がある場所の本

来の地形は、地図 (Fig.31)を見る限りでは平組であり.幽鎗であった可能性もある。ただし、平場

の削平時期は近代以除と考えられるので (本節 目鼻・ 平嶋についてJの f2)平織の削平時期j参照)、

平場は曲輪ではない。そうなると現手形111配水池の陶給を守るための堀切りとなる。場切を中世とし
たj晶合、婦切とl町交するi揖は細切よりも古いので、 I同じく中世と考えられる。繍.1111であろうか。

2) 中世城納税のil"~骨

秋聞市内では、現#-・伝添待合わせて82の中ttt減量1が澱;gされている{設8).r.形Ul陳I遺跡周辺で

は、遺跡から醤にl.5kmの場所にある山崎館、 ~tに l.3kmの場所にある天館や地/内館、 111 に1.0kmの場

所にある佐野鎗などが、働総や婚が残り、現在でも硲誌ができる中世担童館である (Fig.3)。元亀元

(1570)年には告書安藤氏とその配下である盆向島休心がF形山を縁台とした滋しい合般を袋掬しており

(註9)、合臓に合わせて急.造成した媛豊富もあったと紙われる。

遺跡近辺の中世城自由に関する文献史斜としては、 f干i1:Jt滋(自主10)による|濁絵集 f勝地臨港jの
f III羽閉秋悶都-J(~W) が準げられる(巻頭凶版4 ・ l<'i l(，38 ・ 39) . ro華地臨iliiJには、.l!l!i喧六郎な

. :1!J :f~聖司権'

る人物の銭(千草衛館)が蜘て〈る。 f勝地臨海j の似! と現状の地図(Fig，37) とを~II らし合わせると、

千1:t箇館の位憶は、 T号状台地 t.1こ立地することと、その台地の突出部 (A)の形などから、遺跡から
丙にO.5km、現秋団施絞の位貨である。Bの沢の位置などから馬冷し場liFig.31ではCの辺りであろう

か (註12)。向じく、普I，(l(骨量による地誌 f花のいではぢ を企画監日記j(詮13)の 『織田村jの中の
f詰面白Jfこは、「占ゐありしあたりは小訟むらたち宗五あり、馬冷し品といへりJ(被14)とあり、
賜冷し場付近に古欄があることがわかる。当然の$ながら.~澄の千'Ji.館館に閲するt己主Eは一次史料

ではなく、 l事演六郎などの人物名も地元の伝承である可能性が高い。 ただ、 』誕百2は~際に現地を訪れ

ており、「古柵j を向ら硲ij'.したであろう 。 真澄が見た ftï繍J が~JI:itにはどの遮織を指しているの

か、今となっては不明であり、手形山南遺跡検出のiI備と関連があるのかは分からないが、真澄が訪

れた文化10(1813)年には遺跡の近辺に f古柵Jとされる何らかの遺備があったと考えられる。
(2)切り送し鋭

堀切の底部I立箱型をしており、人が移動できる舗である。東側斜面は急斜耐となっており、尾畿を

A章える切り遜しとも考えられる.1[濠(場跡)に伴う交通J車とも考えられるが、掛遺跡とは時期~があ

り、交通桜の可能性はない。

i穂状遺構・平場について
r.状遺織の詳細li鰍~文 {首~4穆調停4節} に譲るが、 主な特後としては、

<D3本あり、時期差がある.

e滞状遺構から張り出した方形の凹み部分がある.
③底部は箱形である。
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などが挙げられる。遺構に伴う遺物は出土しなかった。

また、 ill状遺構が存在する平場の特徴として、

①百IJ平跡及び護地層が政認され、畿地が行われている。

なと'が挙げられる。

(1) I棒状遺構の用途

海状巡織の具体的な用途は不明である。韓首 溝など細長く綿布込んだ造機l立、 一般に水路・区画・

防御などの用途が:fl.l)Eされる。ただし、平場のS本の溝はすべて両絡が塞がっており、水路ではない。

1)防御施設説

現賓では、例え111号滅状遺構のよ織の舗は約J20cm、現地表からの深さは約30冊(平J揖5トレンチ

部分)であり、防御効柴があるほど!よく 、深くはない。しかし、滞状遺憾は平場開1I平前から存在して

おり、泌を織り下げた当時は現在よりも大きく、何らかの防御施設であった可能性もある。

平場東の斜面は地すべりによって形成された急鈴蘭であるが、地すべりの時期は不明である。よっ

て、(時期は不明であるが)i揖状遺構が鳴られた段階では地すべりは今ほど進行しておらず、現夜の

平場都分は滞状遺構の婦られた斜面であり、現在では地すべりによって失われた部分には守るべき

・・何か'があった可能性もある。そして、地すべりにより徐々にH面積が狭くなってしまったので、一

定の面積を硲保するためにi非状遺構を徐々に悩に移動させた結果、時期%がある3本の百年状遺績が縮

られた可能性もある。ただし、このことを実認する術はない。あくまでも可能性のm つである。

2) ífí~草詩書智刈施~説

有者述のi昌司、手形UIでは各所において第一七速隊の練習が行われており、 i棒状遺構も演習による遺

構の一都である可能性もある。ただし、 演習に使用されたとしても、具体的な用途は不明である。

(2)平場の削平時期

掘跡は、長く見積もっても廃棄されてからIω年ほどしか縫っていない逃縛である。そして、あま
り土が流れ込んでくるような地形ではないのにも関わらず、思i貨が進んでいた。綴跡を鹿めた土はど

こから来たのであろうか。平場の南半分ではかなりの部分で地山が露出しており、流れやすい土では

ない。それなのに怨没が進んでいるのは、かつては流れやすい土があったからだと考えられる。その

流れやすい土というのは、平場を百!I平した時に出た土ではないだろうか。郷跡廃棄後、 f.Jらかの理由

で平場を削平した結果、 111土が級制:に流れ込んだのであろう。そうなると、平場の削平時期は近代か

ら現代にかけてということになる。近代であると、演習に伴う自1)平である可能性が一番篤い。

まとめ

綴跡は、形状・遺物・自然科学分析 (第5単第zn首)などから近代の演習ヨ用'"-滋である。また、.rr-場
の自IJ-'I'により場跡が埋没したと考えられるので、平場削平時期は近代から現代ということになる。

焼切と滅状遺構に関しては、考え得る用途をあげてみた。どの説もー長ー短であ旬、用途や時期jを

断定はできない。ただし、 i轟状遺構に関しては、方形の阻み部分地吋サくという形態的な特徴を有して

おり、今後、発鍛例が噌加すれば用途を角平明できるかもしれない遺構である。

(池尻鰐)
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註I r教範改正草案釣照野戦fIli成研究巻よJ(X Y Z I鈎8 厚生全}を参照した。
註2 (従1)の文献p.51-52より抜粋。

註3 明治18(1885)年、仙台の脊撲滅J:d:に創設された部隊で、日清戦争後の明治29(1896)年、秋

国移lE>l'eたまり、 |司31(1898)年に移駐した。秋田の郷土部隊として活隠し、日露軍E争 ・シベ

リア出兵・満州場事E等に動員され、附和12(1937)年には満州事E備のために牝月江省へ移駐、

陶19(1944)年、フィリピンに渡り岡地で敗戦を迎えた。 <r歩兵第一七聯隊史 会J(1919 帯

同聯隊史刊行曾) ・f秋関市大事典J(秋岡市大事典編集委員会 1986 関空F刊行会)著書熊)

註4 明治29年、第一七連隊の移駐決定に伴い、当時の手形東新町 {現在の手形住吉町の一銭) ・手

形本新町 (現在の手形休下町のー部) ・手形休下町(当時)の東側以東の約4万坪を秋副市が実

収、陸軍省に寄付して手形練兵場となった。

設5 聞き込み調査は筆者が行ったわけではなく、実際には級総長政先生が自主的に行って下さった。

以下の聞き込みの成柴は、~筒先生執筆の 「手形山 ・ 配水場付近の安婦状遺織についてのメモJ

及び 「手形山のi宜傍ー観察メモJによるものである。

主主6 r手形山繁勝j(1975 秋田県考古学協会)のp.2にその記述がある。
詮7 Jn構名の場合は r~屈切J 、 用途を表す場合は 「狐切り J と 区別している。 以下同じ。

詮8 r秋田県の中世械館J(1981 秋悶県教官委員会)による。
主主9 推古山 (手形IIIの旧称)の合戦。I秋田市史 第二巻 中世通史編J(1999 秋田市)の

p.268-269参照。

註10本名白井英ニ。 宝勝4(1754)年、 三河図に生まれる。文政12(1829)年没。人生の大半を旅に

費やしたが、事和元(J創)1)年以降、亡くなるまでのお年間を秋悶で過ごす。日記 ・地誌 ・随

筆・図絵集など様々な体裁の著作を残し、著作の内容は考宙の他、民俗 ・歴史 地理 ・国学・

詩歌 ・本車 ・宗教など、多岐に渡っている。司書主-I/f.竹義111からは白羽6郡の地誌編擦を依頼され

る(未完に終わる)0-速の著作は f管i工具液遊覧記1と総柄、きれている。

註11原本は佐竹*IEI減。辻平脊氏歳。文化10(1813)年完成。図絵集。f菅江兵器里会集第五巻J(内

回武志 ・1吉本常一編 1975 未来事土)所4J1o

註12 ここではBの沢の位置監から~i置のいる位置を図中のD付近と考えているが、西宮水池付近との

説もある (r秋悶市史第二巻中世通史編J(1999秋田市)p.453)。
設13原本はjJj図熊蔵氏|日量産。文政7(1824)年頃完成。f管江真澄全集 第八巻J(内岡武志・宮本常

一編 1979 未来性)所収。

設14主主13の文献1).3，13より抜粋

-f{/-



第7章 おわりに

手形山尚遺跡の発娼調査は、秋国市の試錦繍貨を受けて入ったが、盟E穴住居跡は秋凶市の縫認した

1軒だけである。 この~穴住居跡I止、長方形で南墜に長い最重遂の竃と、炉を持つi本柱の遺物であるe

出土造物は古級遡君臨跡産と披定される須恵、擦が出土した。 ~Jt!l:昔話杯の内蘭に転用硯の痕跡があり 、 3荷主

総色土器の杯に~響土器がl点含まれ注目さ れる。 また、磁石は紙面に鉄鎖が穆く付着し、鈴の小塊

も見られる。しかし、床前から炉は検出されたものの、スケールなど鍛冶の痕跡は機訟できず、紙石

の性絡は不明確であった。また、住居跡は標高の高い位置に1軒だけ存在したため、 当初近くにある

手形111黛跡のような窯業遺跡との関わりを推定した。住居跡の商斜簡には厚い黒色土が見られ、 書韓日事

の干?1:i'を予想、したが、 トレンチ前査によって自然堆積土であるζとが判明した。

遺跡策調lのま語源には、線跡が南北に走る。焼跡は、 11I側に向かつてカ形の桜旬出しを14-15mlUl隔

に持つ、特異な形状である。手形111山中に鈎練で!Ii織を摺ったというaif首をもとに、 ft1訴の可能性が

指摘されていたが、その援綴のS自書IJI時期は第二次大戦のことであった。費減とすればそれほど深くな

いと考えたが、調査の進行によって深さO.7S-1.20mの城跡が確認され、自然継綴土の原さから考え

ても第ニ次大戦の頃婦られたとは考ーえられなかった。その後、場跡東の'1'-場の調査により、切り合っ

た3本のi蒔が見つかった。この溝I立、 4居跡よりも古いことが磯授、できた。さらに平幼の北の鞍部に‘

尾敏を切るように混切の溝が確認され、これも瀦湖、よりも古いことが、切り合いによって判明した。

この堀跡 ・焔切などの性格を考えるうちに、管江英語まの n勝地E革法』に発期現場付近が繍かれてい
ることが分かり、その位置関係から 「馬冷やし場Jの上が該当すると也12主した。この{立鐙に英語Eは
W:のいではぢ松膝日記jで「古柵Jがあると記すが、これが発織した婦跡なとeではないかと考え

た。

その後、考祭に記述したように、池尻f忠君が、嫡跡と酷似した形態の!i綴が掲織された文献を探し

尚し、特典な掛奇跡は明治時代の鐙援であるとの結論にいたった。 また、発葺llW~綴跡から時代を判定す

る遺物が出土していなかったため、!!il跡のj夜I船二宮着した炭化物を採集し年代測定したが、それによ

っても支持できる時期判定であった。秋聞における明治時代の戦勝遺跡として拠示できた。

しかし、この蜜壕を遡る遺t躍が、締切と郷跡S区画に見られる南北Iこ走る議跡である。特に嫡切は
平商、 阪商あるいはえ)層からも、智江英語2の時代に f古柵Jとなっていた遺織である可能性が高〈 、

手形山周辺には天館などの中世城館跡が見られることから、 ヰ'世に遡る可能性を考えたい。

また、平場の起草跡であるが、線毒事盛土下の|日表土の傾斜面を平場に延長すると、 j轟跡の3豊地前の織

り込み街が推定できる。その!日表土の延長1;1、東斜面の地滑りですでにない。この平場の神事務の織り

芭しは、地滑りの進行によって織り直した可能性もあるが、不明機である。

駒滞大学では毎年考古学等攻の学生によって発減実留を行っているが、平成12年度は秩則市水道局、

秋田市教育委員会のご配慮により、 手形山南遺跡の発錦調査をさせていただいた。発錦繍ままの開始当

初から例年にない主主容で、数人の学生が気分を緩くするなど、先行き不安の調.杏であった。この炎天

下の中で、学生は熱心に発掘調司王量に取り組み、前述した成果を出した。近年の考古寺まに対する厳しい

環境の中で、学生に基本の大切さを教えられた発掘であった。段後になったが、事E織現場の良野な環

境を作っていただいた、秋ID市水道局、秋四市教育委員会、中台町内会に感謝したい。(酒井 清治)

一桜トー
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